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弘前市相馬地区地域おこし協力隊

活動プロセス事例集

弘前市相馬地区地域おこし協力隊
加賀新一郎・穂坂修基



ミッション
（１）地区内集落点検�
（２）地域⾏事・コミュニティに係る⽀援活動�
（３）地区の伝統・⽂化振興⽀援
（４）地区内向け協⼒隊活動新聞等の発⾏・回覧
（５）弘前市HPやSNS等を活⽤した相⾺地区の情報発信
（６）上記以外の活動で弘前市相⾺地区の地域おこしや課題解決に寄与するもの
   として熱意をもって取り組むもの

雇⽤形態
・会計年度任⽤職員（地域配属）
所属
・相⾺総合⽀所総務課
任期
・令和５年５⽉〜令和８年４⽉
住居
・相⾺地区紙漉沢（加賀）
・相⾺地区⽔⽊在家（穂坂）

弘前市

相⾺地区

KAGA

SHINICHIRO

1964年4⽉15⽇、東京都練⾺区⽣まれ。
20代から出版業界で仕事をしてきまし
た。定年が近くなり編集の現場から離れ
たのを機に、⽗の故郷である⻘森県への
移住を決め、地域おこし協⼒隊という仕
事にめぐりあい相⾺にやってきました。
地域資源豊富なこの地域を時代に合った
⽅法で存続させていくのが願いです。

弘前市相⾺地区地域おこし協⼒隊（４期⽣）

HOSAKA

MOTOKI

1997年8⽉1⽇、神奈川県横浜市⽣まれ。
前職は⼩学校教員で、社会科と総合的な
学習の時間を専⾨としていました。りん
ごが好きすぎて弘前に移住。３年間住ん
でみて、四季折々の岩⽊⼭の景⾊と⾶⾺
りんごが弘前の魅⼒だと実感しました。
今いる⼈で、無理なく、⾯⽩がりながら
地域を維持してほしいと思います。

穂坂修基

加賀新一郎
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地域と学校をつなぐ活動について「どうやってやったんですか？」と
いう質問を受けたことが何回かありました。⾃分の活動とそのプロセ
スが参考になるんだなぁと思う出来事でした。こうした経験から、３
年間⾏った活動が、地域にとって良かったのか良くなかったのか、有
益だったのか無益だったのか、はたまた有害であったのかわからない
けれど、プロセスを添えた事例集として記録しておこうという気にな
り、「活動プロセス事例集」をつくる運びとなりました。

穂坂修基



地域・町会⾏事、農作業に参加CASE1

●１年⽬はとにかく参加…
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着任直後に受講した市と国の初任者研
修で、「１年⽬は⾃分のこと３割・地
域のこと７割」で活動をし、２〜３年
⽬に⾃主企画や起業・定住に関する活
動の⽐率を⾼めていくことがベストだ
と教わりました。そもそもすぐに着⼿
できることもなかったので、１年⽬は
地域理解や地域の⽅との親睦を深める
ことを重視しました。全ての地域⾏事
に参加したと思います。その時々によ
って、お客さん、スタッフ∕委員、メ
ンバー、取材、⾒学など.....⽴場を変
えながら関わりました。�

着任当初に受けた研修 講師：野⼝拓郎さん�
「地域おこし協⼒隊初任者研修〜相⾺地区〜」�⾃分のこと

地域のこと⾃分のこと

初任者研修で提⽰されたロードアップ

⾃分のこと 地域のこと

⾃分のこと 地域のこと

３：７

５：５

７：３

短期間にたくさんの地域の⽅にお会い
して名前を覚えきれないので、写真を
撮らせてもらい、その写真に名前をメ
モしたり、個⼈情報満載の極秘ノート
を作って名前と思い出すためのトリガ
ー（特徴）を記録したりして、なんと
か忘れないように努⼒しました。

協⼒隊活動の初動段階においては、地
域のキーパーソンとの関係構築が極め
て重要でした。着任直後から地域内の
キーパーソンへの挨拶回りを⾏うとと
もに、庁舎内でデスクワークしている
際も、来庁してくるキーパーソンに気
づいたときには、可能な限り挨拶を⾏
うよう意識しました。なお、こうした
挨拶回りを円滑に実施できた背景に
は、地元出⾝であり、協⼒隊担当歴が
３年と⻑く、地域事情や関係者を熟知
している職員の存在が⼤きかったで
す。⼈物像や地域内の関係性（パワー�

●キーパーソンへの挨拶まわりから

バランス）について事前に助⾔を得ら�
れたことで、初動段階から適切な関係�
構築の機会を持つことができました。�
このような⽇常的かつ能動的なコミュ�
ニケーションの積み重ねにより、顔と�
名前を早期に認識してもらうことがで�
き、情報共有の円滑化や相談のしやす�
さにつながりました。結果として、地�
域活動を展開するうえでの⼼理的ハー�
ドルが下がり、活動機会の拡⼤や連携�
の質の向上に寄与したと考えられま�
す。担当者の裕美さんには感謝です！�

●町内会に加⼊

協⼒隊として地域で活動するうえで、�
町内会に加⼊し、町会活動に参加した�
ことは、とても有効なコミュニケーシ�
ョンの⽅法の⼀つであったと思います�
（我々の場合、強制加⼊でしたが笑）�
町内会は、住⺠同⼠が⽇常的に関わる�
場であり、イベントや挨拶だけでは作�
りにくい、継続的な関係づくりができ�
る場所でありました。�

（勤務時間外）

実際に町内会に加⼊し、春の⼀⻫清掃
や神社の清掃・旗揚げ、総会などに参
加することで、住⺠の⽅と雑談を重ね
ることができた。その積み重ねによっ
て、「外から来た⼈」ではなく、「地域
の⼀員」として⾒てもらえるようにな
り、気軽に声をかけてもらえたり、相
談や情報共有をしてもらえたりする機
会が増えました。�

⼩・中学校の学習を⽀援CASE3

桜井 みずほ

●地域資源を知り、リスト化、教材化

14 13 

地域の伝統⽂化や⾏事を教材化し、
⼩・中学校の探求学習の題材にできる
よう⽀援しました。おためし協⼒隊の
ときに、相⾺中PTA会⻑（当時）の安
⽥さんから「外の⼈に魅⼒を発信する
んじゃなくて、学校と連携して中の⼈
に、特にこどもに魅⼒を伝えてほし
い」と⾔われました。⾃分のやりたい
ことと地域が求めることが⼀致してい
ると確信があった活動でした。�

まずは学校現場が抱える下記３つの課
題を解決することを⽬指しました。�
・�カリキュラム化された社会科や⽣活�
科といった教科学習等においては、学�
習活動・分野が限られているうえ、総�
合的な学習の時間においても、�SDGsや
プログラミングなど、様々な分野から
のオーダーが増加しており、地域の占
める割合が相対的に低下してきてい
る。�
・新規に地域の講師や地域材を発掘・
教材化し、授業実践に結び付けるとい
うのは、多忙な教員にとって敬遠され
る。現実的に難しい。�
・地域の側からみると「学校は敷居が
⾼い」という意識の⾯で関わりづらさ
を感じている住⺠が少なくない。�

地域の伝統⽂化や⾏事にはすべて参加
し、まずは⾃分で体験することを通し
て、魅⼒だと思うもの、教育的に意義
がありそうなものを吟味しました。同
時に、伝統⽂化や⾏事に対して想いを
もち、実際に⾏動している⽅のなか
で、学校に協⼒してくれそうな⼈を探
しました。適任な⼈をみつけたら、男
尊⼥卑的な発⾔やセクハラをしないな
ど、コンプライアンス的に問題がない
かどうかを探りました。学校に変な⼈
を⼊れられませんからね。�

次に、魅⼒的で教育的な価値がありそ
うだと思う伝統⽂化や⾏事を「地域資
源⼀覧」としてリスト化しました。コ
ンテンツやイベントの名称だけでな
く、協⼒者の名前も載せました。そし
て、教材化の作業に⼊ります。どの教
科のなんという単元であれば教材とし�

て活⽤できるかを検討しました。たと
えば、沢⽥ろうそくまつりであれば、
「平家の落ち武者の御霊を弔ったのが
起源だとされているという祭りである
ことから、歴史学習（社会科）が始ま
る⼩学６年⽣がいいだろう」とか、お
⼭参詣であれば、「五穀豊穣を祈る祭
りだから、社会科で⽶作りを学ぶ５年
⽣なら総合と絡めて１単元にできるか
も…」などと考え、具体的な授業展開
をイメージしました。「地域資源⼀覧」
に地域材の位置づけや扱い⽅を参考に
載せ、⼩・中学校に共有しました。
「地域資源⼀覧」をつくるアイディア
は、野⼝拓郎さんの「達⼈リスト」か
ら着想を得ました。具体的な授業展開
まで考えられたのは、教員としての実
務経験があったからだと思います。

●地域のこどもが地域を知れるように…

ることができました。その積み重ねによっ
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●⾒えないルール、課題を把握する

地域⾏事や町会⾏事に参加したり、り
んご農作業に従事したりして地域の⽅
と話す中で、明⽂化されていない独⾃
のルールや表⽴って公表できない課題
や愚痴を聞くことができました。とく
に飲み会や農作業の⼀服の時間は「〜
はまね。〜もまねじゃ（津軽弁でよく
ないという意）」という会話を聞くチ
ャンスの宝庫でした。聞く際は、過度
に共感せず「そうなんですね」「なる
ほど」と流して、⾃分の価値判断を出
さないように⼼がけました。

【⾒えないルール・⾵習】�
・多くの⼈が指定された集合時間よりも30分前
に集まる（相⾺タイム）�
・知り合いと⾞ですれ違うときに会釈する。運
転⼿の顔を識別している（対向⾞会釈）�
・弘前露店商業組合が絡んでいない、町会独⾃
の稀有な宵宮（町会で宵宮）�
・農家を中⼼に、防災無線からのチャイムをも
とに⾏動する⼈が多い（相⾺チャイム）�

【⾒えない課題】�
・除雪や地域⾏事参加そのものよりも、参加に
伴う⼈間関係（性別役割分業や在住歴の上下関
係など）に不満がある など�

認識しやすい課題�
可視化されたルール�

認識しづらい課題�
暗黙のルール・⾵習�

↓�
この部分の把握が重要�

↓�
中⽴の⽴場で聞き取る�

・移住まもないころの違和感、勤務初⽇の違和感を⼤切に�
・地域に馴染む、慣れることは必要だか、狎れ合わない�

マインド�

オープンデータなど�

・オープンデータひろさき�
・「RESUS」�
・地域のキーパーソン�

・対話と観察�
・他⼈に⾔いにくいこと�
・飲み会や⼀服での会話�
→愚痴や悪⼝、不平・不満�
・噂話�
・温泉や⾷堂での会話�

⼀般の地域の⼈の話�

オープンデータ∕地元有⼒者�

弘前市では「市職員りんご⽣産アルバ�
イト」制度があり、⼀定の条件・制約�
のもとで兼業が認められています。そ�
こで、「�摘果や葉摘み、収穫等の作業�
を経験したら、りんごの魅⼒を多⾯的�
に語れるようになるのではないか」、�
「主要農産物であるりんごの⽣産に関�
われば、地区と農家のことをより理解�
できるのではないか」、「農作業を兼業�
（副業）として推進する本制度を使っ�
て実態を把握し、制度を批評できるよ�
うになりたい」という⽬的のもと、ア�
ルバイトに従事することにしました�。�

【条件・制約】�
・副業の⽬的は地場産業の保護や地域貢献につ
ながる活動に限定される。弘前市の場合は、り
んご農作業アルバイトは地域貢献であると認識
されています。�

・本業に⽀障がないよう、「本業の勤務⽇は３時
間以下」、「１週間で８時間以下」、「⽉30時間を
超えない範囲」など労働時間に制約がある。ま
た、報酬も「社会通念上、相当と認められる程
度を超えない額」となっています。�

・雇⽤主（りんご農家）と補助⾦や許認可、⾏�
政指導等での利害関係がない。�

●市職員りんご⽣産アルバイトに参加

りんごの⽣産に関わる作業を⼀通り経
験できただけでなく、どの農家も「⼀
服」という15分くらいの休憩時間を設
けていること、農繁期は死ぬほど忙し
くなること、クマやサルによる獣害の
リアルな現場などを知ることができま
した。りんご農家の年間スケジュール
を把握できたことは、イベントの開催
時期や協⼒を要請するタイミングを計
るのに役⽴ちました。�
市の制度を通しての参加であったのも
⾃分を守る上でよかったです。どの農
家も労働⼒を欲しているので、「ウチ
にも来てよ」と⾔われます。市の制度
のもとで働いていることと、条件・制
約が課せられていることを伝え、⾓が
⽴たない形で断ることができました。�



郷⼟史研究サークルを設⽴CASE2

●地域の未来のために地域の歴史を知る

●「相⾺凸凹学会」の⽴ち上げ
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桜井 みずほ

地域を知るには、まず歴史を知ること
が先決だと思い、村史などの資料を読
み込みました。すると、相⾺地区は⻘
森県でも特異な歴史を持つ地域だとい
うことがわかりました。縄⽂時代の早
期から⼈が住み始め、多くの遺跡が残
されています。その数は33ヶ所ほど
で、この⾯積の地域にこれだけの遺跡
数は県内最多らしく、この地域がいか

に早くから開けていたかがわかりま
す。ただ、少⼦⾼齢化の影響で地域の
歴史を知る⼈も、伝える⼈も少なくな
ってしまいました。そこで、相⾺地区
の埋もれた歴史を発掘し後世に伝えて
いく活動を広げようと設⽴したのが、
郷⼟史研究サークル「相⾺凸凹学会」
です。⽩神丘陵と⼤鰐丘陵のすそ野に
ある相⾺地区は、斜⾯の多い凸凹地形

が特徴であることから凸凹と名付けま
した。こうした地形と岩⽊川の上流と
いう地理的特徴から、相⾺地区には昔
からいろんな⼈が集まってきました。
なかには、地域の象徴である⻑慶上皇
をはじめこの地に逃れてきた⼈もいま
す。そうした⼈々をつねに温かく迎
え、かくまってきたのが相⾺の住⺠た
ちでした。外からやってきた⼈を受け
⼊れ、困った⼈に⼿を差し伸べる気⾵
は相⾺地区の誇るべき⼤きな特⻑だと
思います。その恩恵なのか、相⾺には
紙漉や獅⼦舞、寺⼦屋といった先進的
な⽂化が早くから伝わりました。ちな
みに、県内最古の寺⼦屋は相⾺にあり
ます。こうした歴史を知り、特⻑を⽣
かしながら時代に即した変⾰をしてい
きたいというのが、我々「相⾺凸凹学
会」の願いです。�

地域の歴史を広く知ってほしいとまず
始めたのが、機関紙「凸凹新聞」の発
⾏です。相⾺の歴史についてさままざ
な視点から執筆を学会員が交代で担当
し、隔⽉で発⾏。相⾺地区の全⼾に無
料で毎⼾配布しました。「相⾺にこん
な歴史があるなんて知らなかった。地
域に誇りを持てるようなった」と⾔っ
ていただく⽅もいて、発⾏した甲斐が
あったように感じたものです。ただ、
印刷の⼿間や予算、配布してくれる各
町会⻑の負担を考えて、７号でいった
ん休⽌とさせてもらっています。いず
れまた、再開させたいと考えてます。�
2025年10⽉には、相⾺凸凹学会主催で
相⾺の史跡をめぐる⽇帰りバスツアー
を実施。県内外から多くの参加者が来
てくださり、相⾺の歴史も貴重な地域
資源であることを実感しました。�

⼩・中学校の学習を⽀援CASE3

桜井 みずほ

●地域資源を知り、リスト化、教材化

14 13 

地域の伝統⽂化や⾏事を教材化し、
⼩・中学校の探求学習の題材にできる
よう⽀援しました。おためし協⼒隊の
ときに、相⾺中PTA会⻑（当時）の安
⽥さんから「外の⼈に魅⼒を発信する
んじゃなくて、学校と連携して中の⼈
に、特にこどもに魅⼒を伝えてほし
い」と⾔われました。⾃分のやりたい
ことと地域が求めることが⼀致してい
ると確信があった活動でした。�

まずは学校現場が抱える下記３つの課
題を解決することを⽬指しました。�
・�カリキュラム化された社会科や⽣活�
科といった教科学習等においては、学�
習活動・分野が限られているうえ、総�
合的な学習の時間においても、�SDGsや
プログラミングなど、様々な分野から
のオーダーが増加しており、地域の占
める割合が相対的に低下してきてい
る。�
・新規に地域の講師や地域材を発掘・
教材化し、授業実践に結び付けるとい
うのは、多忙な教員にとって敬遠され
る。現実的に難しい。�
・地域の側からみると「学校は敷居が
⾼い」という意識の⾯で関わりづらさ
を感じている住⺠が少なくない。�

地域の伝統⽂化や⾏事にはすべて参加
し、まずは⾃分で体験することを通し
て、魅⼒だと思うもの、教育的に意義
がありそうなものを吟味しました。同
時に、伝統⽂化や⾏事に対して想いを
もち、実際に⾏動している⽅のなか
で、学校に協⼒してくれそうな⼈を探
しました。適任な⼈をみつけたら、男
尊⼥卑的な発⾔やセクハラをしないな
ど、コンプライアンス的に問題がない
かどうかを探りました。学校に変な⼈
を⼊れられませんからね。�

次に、魅⼒的で教育的な価値がありそ
うだと思う伝統⽂化や⾏事を「地域資
源⼀覧」としてリスト化しました。コ
ンテンツやイベントの名称だけでな
く、協⼒者の名前も載せました。そし
て、教材化の作業に⼊ります。どの教
科のなんという単元であれば教材とし�

て活⽤できるかを検討しました。たと
えば、沢⽥ろうそくまつりであれば、
「平家の落ち武者の御霊を弔ったのが
起源だとされているという祭りである
ことから、歴史学習（社会科）が始ま
る⼩学６年⽣がいいだろう」とか、お
⼭参詣であれば、「五穀豊穣を祈る祭
りだから、社会科で⽶作りを学ぶ５年
⽣なら総合と絡めて１単元にできるか
も…」などと考え、具体的な授業展開
をイメージしました。「地域資源⼀覧」
に地域材の位置づけや扱い⽅を参考に
載せ、⼩・中学校に共有しました。
「地域資源⼀覧」をつくるアイディア
は、野⼝拓郎さんの「達⼈リスト」か
ら着想を得ました。具体的な授業展開
まで考えられたのは、教員としての実
務経験があったからだと思います。

●地域のこどもが地域を知れるように…
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で、学校に協⼒してくれそうな⼈を探
しました。適任な⼈をみつけたら、男
尊⼥卑的な発⾔やセクハラをしないな
ど、コンプライアンス的に問題がない
かどうかを探りました。学校に変な⼈
を⼊れられませんからね。�
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源⼀覧」としてリスト化しました。コ
ンテンツやイベントの名称だけでな
く、協⼒者の名前も載せました。そし
て、教材化の作業に⼊ります。どの教
科のなんという単元であれば教材とし�

て活⽤できるかを検討しました。たと
えば、沢⽥ろうそくまつりであれば、
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起源だとされているという祭りである
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津軽地⽅のなかでも特異な歴史を持つ地域だとわかる�

【相⾺の歴史に詳しい⼈を探す】
・出会った地域住⺠に紹介してもらう
・ホームページや『⽉刊弘前』などメディアで学会設⽴を告知する
・相⾺村役場OBなどに、⽂化財調査にたずさわった⼈を紹介してもらう
・りんご畑などをめぐり、歴史に詳しい⼈を探し出す

【現地調査】
・沢⽥神明宮、上皇宮などをめぐるほか、住⺠から聞いた現場（メノコが討 
 ちとられた滝と伝えられる場所など）を実地検分する
・周囲の地形も確認し、どのような場所だったのか確認する
 →そのことが起きた理由などが、地形に起因することも多い

客観的データに、⾃⾝の考察も加えて現実的な歴史を考える�

【機関紙「凸凹新聞」発⾏】
・相⾺の歴史を広く知ってもらうために、隔⽉で全⼾に毎⼾配布
・東奥⽇報、陸奥新報などメディアにもプレス発表を⾏う
 →新聞を⾒た、相⾺地区外、市外の⽅から購読希望の申し込みあり。ま
  た、⻘森県⽴図書館から所蔵の申し⼊れがある

【現存資料の読み込み】
・『相⾺村史』
・「祖真村⽂化財調査報告書」
・相⾺村広報誌「広報 相⾺村」バックナンバー
・『⻘森県史』

村史編纂にたずさわった⼈などと⾯会し、話を聞く�

●SNSを活⽤する
ネットにアップされている記事は、虚偽情報も多いが、個⼈のSNSの探訪記
などには、公的な史料に載っていない⽿寄りな情報があることもあるので、
こまめにチェックし、参考にしました。

●既存メディアをうまく利⽤する
メディア等で設⽴を広く告知したことに
よって、他地域の⽅や知り合いの知り合
いなどを紹介していただくケースもあり
ました。地域に密着した地⽅紙は、全国
紙では扱えないようなこまかい情報も掲
載してくれることが多いので、いい意味
でうまく利⽤することで活動がよりスム
ーズになることもありあます。

●幅広い読者層を想定して紙媒体にする
相⾺地区は他地域同様、少⼦⾼
齢化が進んでいます。⾼齢化率
40％とまだ⽐較的深刻度が低い
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⼩・中学校の学習を⽀援CASE3
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●地域資源を知り、リスト化、教材化
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地域の伝統⽂化や⾏事を教材化し、
⼩・中学校の探求学習の題材にできる
よう⽀援しました。おためし協⼒隊の
ときに、相⾺中PTA会⻑（当時）の安
⽥さんから「外の⼈に魅⼒を発信する
んじゃなくて、学校と連携して中の⼈
に、特にこどもに魅⼒を伝えてほし
い」と⾔われました。⾃分のやりたい
ことと地域が求めることが⼀致してい
ると確信があった活動でした。�

まずは学校現場が抱える下記３つの課
題を解決することを⽬指しました。�
・�カリキュラム化された社会科や⽣活�
科といった教科学習等においては、学�
習活動・分野が限られているうえ、総�
合的な学習の時間においても、�SDGsや
プログラミングなど、様々な分野から
のオーダーが増加しており、地域の占
める割合が相対的に低下してきてい
る。�
・新規に地域の講師や地域材を発掘・
教材化し、授業実践に結び付けるとい
うのは、多忙な教員にとって敬遠され
る。現実的に難しい。�
・地域の側からみると「学校は敷居が
⾼い」という意識の⾯で関わりづらさ
を感じている住⺠が少なくない。�

地域の伝統⽂化や⾏事にはすべて参加
し、まずは⾃分で体験することを通し
て、魅⼒だと思うもの、教育的に意義
がありそうなものを吟味しました。同
時に、伝統⽂化や⾏事に対して想いを
もち、実際に⾏動している⽅のなか
で、学校に協⼒してくれそうな⼈を探
しました。適任な⼈をみつけたら、男
尊⼥卑的な発⾔やセクハラをしないな
ど、コンプライアンス的に問題がない
かどうかを探りました。学校に変な⼈
を⼊れられませんからね。�

次に、魅⼒的で教育的な価値がありそ
うだと思う伝統⽂化や⾏事を「地域資
源⼀覧」としてリスト化しました。コ
ンテンツやイベントの名称だけでな
く、協⼒者の名前も載せました。そし
て、教材化の作業に⼊ります。どの教
科のなんという単元であれば教材とし�

て活⽤できるかを検討しました。たと
えば、沢⽥ろうそくまつりであれば、
「平家の落ち武者の御霊を弔ったのが
起源だとされているという祭りである
ことから、歴史学習（社会科）が始ま
る⼩学６年⽣がいいだろう」とか、お
⼭参詣であれば、「五穀豊穣を祈る祭
りだから、社会科で⽶作りを学ぶ５年
⽣なら総合と絡めて１単元にできるか
も…」などと考え、具体的な授業展開
をイメージしました。「地域資源⼀覧」
に地域材の位置づけや扱い⽅を参考に
載せ、⼩・中学校に共有しました。
「地域資源⼀覧」をつくるアイディア
は、野⼝拓郎さんの「達⼈リスト」か
ら着想を得ました。具体的な授業展開
まで考えられたのは、教員としての実
務経験があったからだと思います。

●地域のこどもが地域を知れるように…
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●地域のこどもが地域を知れるように…

⼩・中学校の学習を⽀援CASE3

桜井 みずほ

●地域資源を知り、リスト化、教材化
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地域の伝統⽂化や⾏事を教材化し、
⼩・中学校の探求学習の題材にできる
よう⽀援しました。おためし協⼒隊の
ときに、相⾺中PTA会⻑（当時）の安
⽥さんから「外の⼈に魅⼒を発信する
んじゃなくて、学校と連携して中の⼈
に、特にこどもに魅⼒を伝えてほし
い」と⾔われました。⾃分のやりたい
ことと地域が求めることが⼀致してい
ると確信があった活動でした。�

まずは学校現場が抱える下記３つの課
題を解決することを⽬指しました。�
・�カリキュラム化された社会科や⽣活�
科といった教科学習等においては、学�
習活動・分野が限られているうえ、総�
合的な学習の時間においても、�SDGsや
プログラミングなど、様々な分野から
のオーダーが増加しており、地域の占
める割合が相対的に低下してきてい
る。�
・新規に地域の講師や地域材を発掘・
教材化し、授業実践に結び付けるとい
うのは、多忙な教員にとって敬遠され
る。現実的に難しい。�
・地域の側からみると「学校は敷居が
⾼い」という意識の⾯で関わりづらさ
を感じている住⺠が少なくない。�

地域の伝統⽂化や⾏事にはすべて参加
し、まずは⾃分で体験することを通し
て、魅⼒だと思うもの、教育的に意義
がありそうなものを吟味しました。同
時に、伝統⽂化や⾏事に対して想いを
もち、実際に⾏動している⽅のなか
で、学校に協⼒してくれそうな⼈を探
しました。適任な⼈をみつけたら、男
尊⼥卑的な発⾔やセクハラをしないな
ど、コンプライアンス的に問題がない
かどうかを探りました。学校に変な⼈
を⼊れられませんからね。�

次に、魅⼒的で教育的な価値がありそ
うだと思う伝統⽂化や⾏事を「地域資
源⼀覧」としてリスト化しました。コ
ンテンツやイベントの名称だけでな
く、協⼒者の名前も載せました。そし
て、教材化の作業に⼊ります。どの教
科のなんという単元であれば教材とし�

て活⽤できるかを検討しました。たと
えば、沢⽥ろうそくまつりであれば、
「平家の落ち武者の御霊を弔ったのが
起源だとされているという祭りである
ことから、歴史学習（社会科）が始ま
る⼩学６年⽣がいいだろう」とか、お
⼭参詣であれば、「五穀豊穣を祈る祭
りだから、社会科で⽶作りを学ぶ５年
⽣なら総合と絡めて１単元にできるか
も…」などと考え、具体的な授業展開
をイメージしました。「地域資源⼀覧」
に地域材の位置づけや扱い⽅を参考に
載せ、⼩・中学校に共有しました。
「地域資源⼀覧」をつくるアイディア
は、野⼝拓郎さんの「達⼈リスト」か
ら着想を得ました。具体的な授業展開
まで考えられたのは、教員としての実
務経験があったからだと思います。

●地域のこどもが地域を知れるように…

て地域の人が言っているんですが、総合
と社会でやってみませんか」など、改



↑年間⾏事予定の例�
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●�教科書をペラペラめくってみる�
教員経験がない⼈は、⼿始めに教科書
を読んでみたらどうでしょう。市⽴、
町⽴の図書館にはその市町村で採択さ
れている教科書が置いてあります。ペ
ラペラめくって、今のこどもがどんな
ことを学習しているのかを把握すれ
ば、コラボできそうな教科・内容を検
討できるのではないでしょうか。

●�「総合的な学習の時間」を知る�
地域教育やふるさと教育、探求学習と
呼ばれている学習の正体は「総合的な
学習の時間」です。「総合的な学習の
時間」には教科書がありません。現代
的な課題や地域や学校の特⾊に応じた
課題等に基づいて探究する学びであ
り、教科横断的な学習であります。

●�学校の１年の流れと繁閑期を把握�
運動会、⽂化祭（学習発表会）、修学
旅⾏、プール、スキーなど、学校では
さまざまな⾏事、学習をしています。
開催⽇は前年度末には決まっていて、
「年間⾏事予定」に記載されていま
す。学校と連携したいのであれば、予
定表を⼊⼿して、学校の繁閑期を把握
しておくべきだと思います。教員は多
忙です。イベントが少ない時期に、打
ち合わせや相談、授業⽇程の調整をす
るのが親切だと思うからです。�

●「年間⾏事予定」を⼊⼿する●学校でどんな学習をしているか知る

ちなみに、予定表はネットには公開さ
れていません。学校か保護者からもら
う必要があります。�

●学校の先⽣と対話する

●�レシピ（＝授業）は⼀緒に考える�
児童⽣徒の実態を知っているのは教員
であり、授業をするのも教員です。し
たがって、どういう授業展開にするの
かは教員と⼀緒に考える必要がありま
す。授業に使えるヒト・モノ・コトと
いう材料を提供し、授業展開（レシ
ピ）を⼀緒に考え、授業（調理）して
もらうようなイメージです。�

総合的な学習の時間における「内容のまとまり」�

⼩学校学習指導要領解説 p18.�

地域にあるヒト・モノ・コトとの相互�
作⽤で学習を展開していくことが求め�
られている学習になります。�

教科書がないからといって、何でもで�
きるわけではないので、「総合的な学�
習の時間」とはどんな学習なのを知る�
必要があります。ネットに転がってい�
る実践例も参考になりますよ。�

⼩学校学習指導要領解説 p9.�

「りんご学習」の内容・展開について、担任、JA
職員、地域コーディネーター、協⼒隊で話し合っ
ている様⼦（４⽉下旬）�



コーディネート例
りんご学習�
（JA相⾺村⼥性部×相⾺⼩３年⽣）�
<2023年度>�
６⽉６⽇ 摘果体験①�
７⽉７⽇ 袋かけ①�
９⽉21⽇ シール貼り①�
10⽉24⽇ 収穫体験①�
12⽉15⽇ アップルパイ作り②�
<2024年度>�
６⽉６⽇ 摘果体験①�
９⽉19⽇ 葉とり体験①�
９⽉26⽇ シール貼り①�
10⽉22⽇ 収穫体験①�
10⽉29⽇ 選果場・直売所⾒学②�
11⽉13⽇ りんご産業について①�
11⽉19⽇ 販売体験②�
12⽉13⽇ アップルパイづくり②�
<2025年度>�
６⽉11⽇ 摘果体験①�
10⽉３⽇ 葉とり体験①�
11⽉４⽇ 収穫体験①�
11⽉10⽇ 販売体験②�
12⽉12⽇ アップルパイ作り②�
２⽉26⽇ りんごカルタ体験①�

協⼒者：JA相⾺村農業振興課・販売課�
    ⼭内牧,溝江翼,⼤場隼⼈�

⾒
学
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お⼭参詣�
（相⾺有志会×相⾺⼩５,６年⽣）�
<2024年度>�
８⽉28⽇ お⼭参詣について①�
８⽉29⽇ カンナガラ御幣作り①�
９⽉２⽇ お⼭参詣「宵⼭」参加②�
<2025年度>�
９⽉４⽇ お⼭参詣について①�
９⽉５⽇ カンナガラ御幣作り①�

（相⾺有志会×相⾺中１,２,３年⽣）
<2025年度>�
９⽉１⽇ お⼭参詣について①�
９⽉２⽇ カンナガラ御幣作り②�

協⼒者：嶋⼝昭男,三上敏彦,宮川善弘�

沢⽥ろうそくまつり�
（実⾏委員会×相⾺⼩６年⽣）�
<2024年度>�
11⽉７⽇ フィールドワーク②�
11�⽉13⽇ 祭りについて①
11⽉27⽇ アイディア出し②
12⽉11⽇ キャンドルづくり②
１⽉16⽇ チラシ・ポスター作り①
２⽉12⽇ 祭り当⽇準備に参加②
<2025年度>�
１⽉22⽇ 祭りについて①�
２⽉20⽇ キャンドル作り②�
３⽉３⽇ 祭り当⽇準備に参加②�

協⼒者：三上昇,三上雄⼀,⼭崎慶次郎�
    ⼯藤晃太郎�

⽥んぼ学習�
（�JA相⾺村⼥性部×相⾺⼩５年⽣）�
<2025年度>
４⽉24⽇ 播種⾒学①
５⽉23⽇ ⽥植え体験②
９⽉９⽇ 収穫体験②�
12⽉10⽇ おにぎり作り②�

協⼒者：JA相⾺村農業振興課
    ⽥澤真由美

紙漉沢獅⼦舞�
（獅⼦舞保存会×相⾺中１年⽣）�
<2023年度>�
１⽉10⽇ 受験合格演舞①�
<2024年度>�
12⽉３⽇ 紙漉沢獅⼦舞について①�
12⽉４⽇ 獅⼦舞ワークショップ①�
１⽉９⽇ 受験合格演舞①�
<2025年度>�
１⽉７⽇ 受験合格演舞①�

協⼒者：成⽥達也,成⽥馨�

昔遊び
（地域住⺠×相⾺⼩１,２年⽣）�
<2025年度>�
２⽉10⽇ 昔遊び体験学習②�

協⼒者：三浦りつ,成⽥春美,三上まつ⼦�
    ⼤黒⾕ヨリ⼦,上⽥賀寿⼦�

①授業⽇ ②内容 ③授業時数�



取組プロセス
【地域の伝統⽂化・⾏事に参加】�
・地域のヒト・モノ・コトを知る段階�
・地域のヒト・モノ・コトを価値を認識し、教材化を試みる�
・協⼒者を探す、協⼒者になってくれないかと誘う�
・学校の「年間⾏事予定」を⼊⼿する�

【地域資源⼀覧を作成】�
・教材たる地域のヒト・モノ・コトを⼀覧にする�
・⼀覧に授業内容に合わせた地域材の位置づけや扱い⽅を明記する�
【提案】�
・協⼒隊がコーディネートするから⼀度やってみないかと提案する�

【打合せ】�
・教職員（担任）と協⼒隊、協⼒者の３者で打ち合わせをする�
・指導案や授業のイメージを提⽰する�
【授業実施】�
・資料の配布、スライドの操作など、授業者（協⼒者）のサポートをする�

【再実施の打診】�
・翌年も実施するかどうかは、学校サイドから打診があるかどうかで判断する�
・「実は〜をやってみたいから、地域の⽅を紹介してほしい」を相談があった�
【後任を⾒据えた再実施】�
・地域コーディネーターも交えて準備から実施まで⾏う�

取組の工夫例

21 22 

地域資源を知る
年間⾏事予定を⼊⼿

雑務の切り盛り
出前授業の実施

協⼒隊・教員・地域
COで打ち合わせ

地域資源の教材化
地域資源リスト作成

実現までのプロセス

・校⻑先⽣、教頭先⽣と顔⾒知りになる

●信頼貯⾦をためる�
コーディネートの実績を積んで、（あと、学校に無茶な要望をしないという）信�
頼貯⾦をためると、���担任の先⽣から「�⼩学２年⽣の⽣活科の単元『昔遊び』
で、地域の⽅から遊び⽅を教えてもらいたいので適任者を紹介してほしい」「⼩
学３年⽣の総合的な学習でカルタを作ったから、そのカルタで地域の⽅と⼀緒
に遊びたい」などを相談してくれるようになりました。�
前者には地域の⽅５名を、後者には市の事業「⾼齢者教室」とのコラボを働き
かけました。声を掛けてくれるようになれば幅が広がります。�

●教育を教育以外の⽬的で⾏わない�
マインド⾯の話ですが、「教育を教育以外の⽬的で⾏わない」ことを�意識してい
ます。協⼒してくれる⼈のなかには、後継者を育てるため、こどもを介して親
を巻き込むため、学校⾏事として参加してもらうためなど、我⽥引⽔の考えを
持つ⽅がいます。思いを持つのは⾃由ですが、こどもの資質・能⼒の向上が第
⼀です。このことを了承してもらう必要があります。�

●提案・相談してみる�
待っていても始まらないので、教育的価値があること（ありそうなこと）、学校
及び教職員にはあまり負担をかけないよう協⼒隊が責任をもってコーディネー
トすること、協⼒者がいることを伝え、提案しました。�

・令和６年度社会教育主事講習を修了（穂坂）



社会教育の充実・⽀援CASE4

●それぞれの⼈脈、関⼼を活かして

24 23 

地区の伝統・⽂化振興⽀援というミッ
ションにおいて、沢⽥集落の⼯芸品で
あるミニ炭俵の承継と紙漉沢獅⼦舞保
存会の活動補助としてワークショップ
を数回開きました。地域コミュニティ
に係る⽀援活動�というミッションにお
いて、中央公⺠館相⾺館と連携してこ
ども向けの学習⽀援やレクリエーショ
ンイベントを開催したり、⼀般住⺠向
けの講座や会議を企画運営したりしま
した。また、相⾺総合⽀所⺠⽣課の
「⾼齢者教室」に講師として参加させ
てもらい、地区のお年寄りの⽅にも地
区の魅⼒を再認識してもらう機会を設
けることができました。�
１年⽬の途中から、「地域の⼈が地域
のことをあまり知らない」「知る機会
がない」ことに気づきました。協⼒隊�

の我々は基本的に同じ⾏事に参加して
きましたが、年齢の違いからか、興味
関⼼、課題意識が異なりました。知り
合い、親しくなる⼈もそれぞれに違い
ました。それぞれの課題意識、使える
⼈脈をもとに、各々が地域住⺠向けの
イベントを企画しました。結果的に、
多⾯的な活動を展開できたのではない
かと思います。異なる属性の2⼈だか
らこそ、相乗効果が⽣まれました。�

まずは地域⾏事やイベントに積極的に
参加して、「これは良い！」「これは楽
しい！」「これ残したい！」と思える
モノやコトを探します。⾒つけたら、
そのモノやコトのために尽⼒されてい
る⽅と雑談ベースで対話を重ね、課題
感ややりたいことを共有・共感しま
す。なんらかの障壁があって課題に対
する取り組みややりたいことができな
いということがほとんどなので、協⼒
隊が⽀援することを保障して、スモー
ルステップで⼀歩踏み出すことをアシ
ストします。

●共有・共感→スモールステップ
ミニ炭俵ワークショップでは、講師と
なる地域の⽅が80代後半であるという
ことで、材料となる茅の準備や会場の
確保は協⼒隊が⾏いました。最初は参
加者があまり集まりませんでしたが、
とにかく実施しました。回を重ねるご
とに参加者も増えていきました。�
獅⼦舞ワークショップでは、チラシ作
成やSNS広報などの⼈集めに関するこ
とは協⼒隊が⾏いました。⾼校⽣１名
のみの参加でしたが、その⾼校⽣のれ
お君はワークショップを経て獅⼦舞保
存会に加⼊してくれました。�

●既存に＋αの⼯夫を
こども向けの学習⽀援やレクリエーションイベント
は、既に公⺠館の事業として⾏っていたことに乗っ
かるカタチで実施しました。協⼒隊のオリジナルイ
ベントではありません。ただ、価値を付与するため
＋αとなるような取り組みを意識的に実⾏してきま
した。例えば、「夏休み宿題お助け隊」では「ミニ
先⽣」という仕組みを取り⼊れ、地区外の中学⽣〜
⼤学⽣が学習⽀援ボランティアとして参加できるよ
うな仕掛けをしたり、JICA海外協⼒隊の⽅と連携
して国際交流イベントをオンラインで実施したりし
ました。＋αとなる部分は⾃分のもてるスキルやア
イデア、⼈脈を活⽤しました。�

⼩・中学校の学習を⽀援CASE3

桜井 みずほ

●地域資源を知り、リスト化、教材化
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地域の伝統⽂化や⾏事を教材化し、
⼩・中学校の探求学習の題材にできる
よう⽀援しました。おためし協⼒隊の
ときに、相⾺中PTA会⻑（当時）の安
⽥さんから「外の⼈に魅⼒を発信する
んじゃなくて、学校と連携して中の⼈
に、特にこどもに魅⼒を伝えてほし
い」と⾔われました。⾃分のやりたい
ことと地域が求めることが⼀致してい
ると確信があった活動でした。�

まずは学校現場が抱える下記３つの課
題を解決することを⽬指しました。�
・�カリキュラム化された社会科や⽣活�
科といった教科学習等においては、学�
習活動・分野が限られているうえ、総�
合的な学習の時間においても、�SDGsや
プログラミングなど、様々な分野から
のオーダーが増加しており、地域の占
める割合が相対的に低下してきてい
る。�
・新規に地域の講師や地域材を発掘・
教材化し、授業実践に結び付けるとい
うのは、多忙な教員にとって敬遠され
る。現実的に難しい。�
・地域の側からみると「学校は敷居が
⾼い」という意識の⾯で関わりづらさ
を感じている住⺠が少なくない。�

地域の伝統⽂化や⾏事にはすべて参加
し、まずは⾃分で体験することを通し
て、魅⼒だと思うもの、教育的に意義
がありそうなものを吟味しました。同
時に、伝統⽂化や⾏事に対して想いを
もち、実際に⾏動している⽅のなか
で、学校に協⼒してくれそうな⼈を探
しました。適任な⼈をみつけたら、男
尊⼥卑的な発⾔やセクハラをしないな
ど、コンプライアンス的に問題がない
かどうかを探りました。学校に変な⼈
を⼊れられませんからね。�

次に、魅⼒的で教育的な価値がありそ
うだと思う伝統⽂化や⾏事を「地域資
源⼀覧」としてリスト化しました。コ
ンテンツやイベントの名称だけでな
く、協⼒者の名前も載せました。そし
て、教材化の作業に⼊ります。どの教
科のなんという単元であれば教材とし�

て活⽤できるかを検討しました。たと
えば、沢⽥ろうそくまつりであれば、
「平家の落ち武者の御霊を弔ったのが
起源だとされているという祭りである
ことから、歴史学習（社会科）が始ま
る⼩学６年⽣がいいだろう」とか、お
⼭参詣であれば、「五穀豊穣を祈る祭
りだから、社会科で⽶作りを学ぶ５年
⽣なら総合と絡めて１単元にできるか
も…」などと考え、具体的な授業展開
をイメージしました。「地域資源⼀覧」
に地域材の位置づけや扱い⽅を参考に
載せ、⼩・中学校に共有しました。
「地域資源⼀覧」をつくるアイディア
は、野⼝拓郎さんの「達⼈リスト」か
ら着想を得ました。具体的な授業展開
まで考えられたのは、教員としての実
務経験があったからだと思います。

●地域のこどもが地域を知れるように…
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令和６年度社会教育主事講習を修了
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桜井 みずほ

お⼭参詣�
<2025年度>�
９⽉６⽇ 霊峰岩⽊⼭への祈り�
�     講師：⼩⼭隆秀⽒

沢⽥ろうそくまつり�
<2024年度>�
11⽉20⽇ 市⺠向け講座「ぷらっと」�
<2025年度>�
12⽉21⽇ 「ウィキペディアタウン」�

ミニ炭俵
<2024年度>�
４⽉29⽇ ワークショップ�
６⽉26⽇ ワークショップ�
３⽉22⽇ ワークショップ�
※弘前市交流活躍の場創出事業�

協⼒者：⼤澤ハキ,⼤澤キミ�
    ⽥中昭恵,⽊村聡美�

実施イベント
紙漉沢獅⼦舞�
<2023年度>�
12⽉６⽇ ワークショップ�
12⽉13⽇ ワークショップ�
12⽉20⽇ ワークショップ�
12⽉27⽇ ワークショップ�

⾼齢者教室�
<2023年度>�
８⽉24⽇ 相⾺の歴史講座�
<2024年度>�
７⽉25⽇ 相⾺カルタ体験�
<2025年度>�
６⽉26⽇ ねぷた絵うちわ作り�
２⽉26⽇ りんごカルタ体験�
→相⾺⼩３年「りんご学習」と連携�

学習⽀援イベント�
（中央公⺠館×相⾺地区のこども）�
<2023年度>�
７�⽉24⽇ 夏休み宿題お助け隊
７⽉25⽇ 夏休み宿題お助け隊
<2024年度>�
７⽉20⽇ 夏休み宿題お助け隊�
７⽉21⽇ 夏休み宿題お助け隊�
12⽉24⽇ 冬休み宿題お助け隊�
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12⽉25⽇ 冬休み宿題お助け隊�

協⼒者：黒沼才椰（ミニ先⽣）�
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※弘前市交流活躍の場創出事業
12⽉25⽇ 棒パン作り�
<2025年度>�
７⽉23⽇ 流しそうめん�
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取組の工夫例

29 30 

●�焼き芋（レクリエーション）�
ツル割れやサビ果など、“クズ”と⾔われるりん�
ご（味は美味しい）と、同じように⾒た⽬の�
問題で規格外とされる全国の農産物とを物々�
交換し、イベントで活⽤したいと思っていま�
した。そこで、令和５年度�地域おこし協⼒隊�
員及び集落⽀援員の初任者研修会で知り合�
い、名刺交換をした茨城県那珂市、⿅児島県�
指宿市の隊員にメールを送り、りんごとさつ�
まいもを物々交換しないか提案し、実⾏しま�
した。⼊⼿したさつまいもは、焼き芋イベン�
トに活⽤しました。送ったりんごも協⼒隊主�
催のイベントで振舞われたそうです。�

●弘前市交流活躍の場創出事業「おいで！弘前」とのコラボ�
まず、企画課（協⼒隊のとりまとめ課）職員が、弘前市交流活躍の場創出事業�
を受託している法⼈の担当者に「相⾺にはミニ炭俵など企画にできそうな地域�
資源がたくさんある」と紹介してくれたようです。そんなこともあり、法⼈の�
担当者から「相⾺をテーマに企画を作りたいから協⼒してほしい」とお声がけ�
をいただき、紙漉き体験、ミニ炭俵ワークショップなどを実施するはこびとな�
りました。協⼒隊は、講師となる地域の⽅との連絡調整やイベント当⽇の講師�
補佐をしました。�企画課とは四半期ミーティングを⾏い、活動内容を適宜シェ
アしていました。我々の活動を把握していただいていたからこそ、紹介しても
らえたのだと思っています。�
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後、⽵の棒は公⺠館に寄付しました。�
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早稲⽥⼤学の宮⼝侗廸先⽣の地理学ゼ
ミが、1992年から2016年まで毎年
「農村研究」と題して相⾺で合宿を⾏
なっており、農家グループの「炉端懇
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村職員が中⼼となって受け⼊れてきま
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のが相⾺であります。���
このような取り組みを令和の時代に合
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になりました。幸いにして、沢⽥ろう
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●旧相⾺村時代からの取り組みを…
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●⾃主企画は撃沈が続く…
関係⼈⼝に関する取組を試験的にした
かったので、「農村ホームステイ×お
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「Entre！（アントレ）」でのコーディネート業務�

徒労に終わったと感じました。ただ、
考えたという経験は無駄になりません
でした。のちに実施したおためし移住
プログラムや学⽣インターンのプログ
ラムに、内容や座組、協⼒者をそのま
ま転⽤できたからです。実施できたほ
うが良かったに決まっていますが、失
敗は無意味を意味しないのだと学びま
した。�

⼩・中学校の学習を⽀援CASE3

桜井 みずほ

●地域資源を知り、リスト化、教材化

14 13 

地域の伝統⽂化や⾏事を教材化し、
⼩・中学校の探求学習の題材にできる
よう⽀援しました。おためし協⼒隊の
ときに、相⾺中PTA会⻑（当時）の安
⽥さんから「外の⼈に魅⼒を発信する
んじゃなくて、学校と連携して中の⼈
に、特にこどもに魅⼒を伝えてほし
い」と⾔われました。⾃分のやりたい
ことと地域が求めることが⼀致してい
ると確信があった活動でした。�

まずは学校現場が抱える下記３つの課
題を解決することを⽬指しました。�
・�カリキュラム化された社会科や⽣活�
科といった教科学習等においては、学�
習活動・分野が限られているうえ、総�
合的な学習の時間においても、�SDGsや
プログラミングなど、様々な分野から
のオーダーが増加しており、地域の占
める割合が相対的に低下してきてい
る。�
・新規に地域の講師や地域材を発掘・
教材化し、授業実践に結び付けるとい
うのは、多忙な教員にとって敬遠され
る。現実的に難しい。�
・地域の側からみると「学校は敷居が
⾼い」という意識の⾯で関わりづらさ
を感じている住⺠が少なくない。�

地域の伝統⽂化や⾏事にはすべて参加
し、まずは⾃分で体験することを通し
て、魅⼒だと思うもの、教育的に意義
がありそうなものを吟味しました。同
時に、伝統⽂化や⾏事に対して想いを
もち、実際に⾏動している⽅のなか
で、学校に協⼒してくれそうな⼈を探
しました。適任な⼈をみつけたら、男
尊⼥卑的な発⾔やセクハラをしないな
ど、コンプライアンス的に問題がない
かどうかを探りました。学校に変な⼈
を⼊れられませんからね。�

次に、魅⼒的で教育的な価値がありそ
うだと思う伝統⽂化や⾏事を「地域資
源⼀覧」としてリスト化しました。コ
ンテンツやイベントの名称だけでな
く、協⼒者の名前も載せました。そし
て、教材化の作業に⼊ります。どの教
科のなんという単元であれば教材とし�

て活⽤できるかを検討しました。たと
えば、沢⽥ろうそくまつりであれば、
「平家の落ち武者の御霊を弔ったのが
起源だとされているという祭りである
ことから、歴史学習（社会科）が始ま
る⼩学６年⽣がいいだろう」とか、お
⼭参詣であれば、「五穀豊穣を祈る祭
りだから、社会科で⽶作りを学ぶ５年
⽣なら総合と絡めて１単元にできるか
も…」などと考え、具体的な授業展開
をイメージしました。「地域資源⼀覧」
に地域材の位置づけや扱い⽅を参考に
載せ、⼩・中学校に共有しました。
「地域資源⼀覧」をつくるアイディア
は、野⼝拓郎さんの「達⼈リスト」か
ら着想を得ました。具体的な授業展開
まで考えられたのは、教員としての実
務経験があったからだと思います。

●地域のこどもが地域を知れるように…
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NPOひろだいリサーチの柴⽥さんの提
案で、あおもり型農村RMO育成事業の
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た。棚からぼたもち的に経験できたイ
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ては⼀から創り上げてみたい…。そん

なことを考えていたら、「お⼭参詣に
学⽣を呼ぶなら、⾃宅に泊めてやって
もいい」という地域の⽅がいたので、
ホームステイ型のインターンシップを
企画しました。とある研修で知り合っ
た⻘森⼤学の教員に、構想しているこ
とを具体的に話すと、連携が即⽇決ま
り、ゼミとして派遣してもらうことに
なりました。単位認定する講義として
⾏ったので、オリエンテーションや事
前レクチャーは⼤学に赴いて丁寧に実
施しました。�

●専⾨家の視察対応およびアテンド●地域づくりインターンを経験
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は必要不可⽋だと体感しました。

⼩・中学校の学習を⽀援CASE3

桜井 みずほ

●地域資源を知り、リスト化、教材化

14 13 

地域の伝統⽂化や⾏事を教材化し、
⼩・中学校の探求学習の題材にできる
よう⽀援しました。おためし協⼒隊の
ときに、相⾺中PTA会⻑（当時）の安
⽥さんから「外の⼈に魅⼒を発信する
んじゃなくて、学校と連携して中の⼈
に、特にこどもに魅⼒を伝えてほし
い」と⾔われました。⾃分のやりたい
ことと地域が求めることが⼀致してい
ると確信があった活動でした。�

まずは学校現場が抱える下記３つの課
題を解決することを⽬指しました。�
・�カリキュラム化された社会科や⽣活�
科といった教科学習等においては、学�
習活動・分野が限られているうえ、総�
合的な学習の時間においても、�SDGsや
プログラミングなど、様々な分野から
のオーダーが増加しており、地域の占
める割合が相対的に低下してきてい
る。�
・新規に地域の講師や地域材を発掘・
教材化し、授業実践に結び付けるとい
うのは、多忙な教員にとって敬遠され
る。現実的に難しい。�
・地域の側からみると「学校は敷居が
⾼い」という意識の⾯で関わりづらさ
を感じている住⺠が少なくない。�

地域の伝統⽂化や⾏事にはすべて参加
し、まずは⾃分で体験することを通し
て、魅⼒だと思うもの、教育的に意義
がありそうなものを吟味しました。同
時に、伝統⽂化や⾏事に対して想いを
もち、実際に⾏動している⽅のなか
で、学校に協⼒してくれそうな⼈を探
しました。適任な⼈をみつけたら、男
尊⼥卑的な発⾔やセクハラをしないな
ど、コンプライアンス的に問題がない
かどうかを探りました。学校に変な⼈
を⼊れられませんからね。�

次に、魅⼒的で教育的な価値がありそ
うだと思う伝統⽂化や⾏事を「地域資
源⼀覧」としてリスト化しました。コ
ンテンツやイベントの名称だけでな
く、協⼒者の名前も載せました。そし
て、教材化の作業に⼊ります。どの教
科のなんという単元であれば教材とし�

て活⽤できるかを検討しました。たと
えば、沢⽥ろうそくまつりであれば、
「平家の落ち武者の御霊を弔ったのが
起源だとされているという祭りである
ことから、歴史学習（社会科）が始ま
る⼩学６年⽣がいいだろう」とか、お
⼭参詣であれば、「五穀豊穣を祈る祭
りだから、社会科で⽶作りを学ぶ５年
⽣なら総合と絡めて１単元にできるか
も…」などと考え、具体的な授業展開
をイメージしました。「地域資源⼀覧」
に地域材の位置づけや扱い⽅を参考に
載せ、⼩・中学校に共有しました。
「地域資源⼀覧」をつくるアイディア
は、野⼝拓郎さんの「達⼈リスト」か
ら着想を得ました。具体的な授業展開
まで考えられたのは、教員としての実
務経験があったからだと思います。

●地域のこどもが地域を知れるように…

⼩・中学校の学習を⽀援CASE3

桜井 みずほ

●地域資源を知り、リスト化、教材化

14 13 

地域の伝統⽂化や⾏事を教材化し、
⼩・中学校の探求学習の題材にできる
よう⽀援しました。おためし協⼒隊の
ときに、相⾺中PTA会⻑（当時）の安
⽥さんから「外の⼈に魅⼒を発信する
んじゃなくて、学校と連携して中の⼈
に、特にこどもに魅⼒を伝えてほし
い」と⾔われました。⾃分のやりたい
ことと地域が求めることが⼀致してい
ると確信があった活動でした。�

まずは学校現場が抱える下記３つの課
題を解決することを⽬指しました。�
・�カリキュラム化された社会科や⽣活�
科といった教科学習等においては、学�
習活動・分野が限られているうえ、総�
合的な学習の時間においても、�SDGsや
プログラミングなど、様々な分野から
のオーダーが増加しており、地域の占
める割合が相対的に低下してきてい
る。�
・新規に地域の講師や地域材を発掘・
教材化し、授業実践に結び付けるとい
うのは、多忙な教員にとって敬遠され
る。現実的に難しい。�
・地域の側からみると「学校は敷居が
⾼い」という意識の⾯で関わりづらさ
を感じている住⺠が少なくない。�

地域の伝統⽂化や⾏事にはすべて参加
し、まずは⾃分で体験することを通し
て、魅⼒だと思うもの、教育的に意義
がありそうなものを吟味しました。同
時に、伝統⽂化や⾏事に対して想いを
もち、実際に⾏動している⽅のなか
で、学校に協⼒してくれそうな⼈を探
しました。適任な⼈をみつけたら、男
尊⼥卑的な発⾔やセクハラをしないな
ど、コンプライアンス的に問題がない
かどうかを探りました。学校に変な⼈
を⼊れられませんからね。�

次に、魅⼒的で教育的な価値がありそ
うだと思う伝統⽂化や⾏事を「地域資
源⼀覧」としてリスト化しました。コ
ンテンツやイベントの名称だけでな
く、協⼒者の名前も載せました。そし
て、教材化の作業に⼊ります。どの教
科のなんという単元であれば教材とし�

て活⽤できるかを検討しました。たと
えば、沢⽥ろうそくまつりであれば、
「平家の落ち武者の御霊を弔ったのが
起源だとされているという祭りである
ことから、歴史学習（社会科）が始ま
る⼩学６年⽣がいいだろう」とか、お
⼭参詣であれば、「五穀豊穣を祈る祭
りだから、社会科で⽶作りを学ぶ５年
⽣なら総合と絡めて１単元にできるか
も…」などと考え、具体的な授業展開
をイメージしました。「地域資源⼀覧」
に地域材の位置づけや扱い⽅を参考に
載せ、⼩・中学校に共有しました。
「地域資源⼀覧」をつくるアイディア
は、野⼝拓郎さんの「達⼈リスト」か
ら着想を得ました。具体的な授業展開
まで考えられたのは、教員としての実
務経験があったからだと思います。

●地域のこどもが地域を知れるように…
⼩・中学校の学習を⽀援CASE3

桜井 みずほ

●地域資源を知り、リスト化、教材化

14 13 

地域の伝統⽂化や⾏事を教材化し、
⼩・中学校の探求学習の題材にできる
よう⽀援しました。おためし協⼒隊の
ときに、相⾺中PTA会⻑（当時）の安
⽥さんから「外の⼈に魅⼒を発信する
んじゃなくて、学校と連携して中の⼈
に、特にこどもに魅⼒を伝えてほし
い」と⾔われました。⾃分のやりたい
ことと地域が求めることが⼀致してい
ると確信があった活動でした。�

まずは学校現場が抱える下記３つの課
題を解決することを⽬指しました。�
・�カリキュラム化された社会科や⽣活�
科といった教科学習等においては、学�
習活動・分野が限られているうえ、総�
合的な学習の時間においても、�SDGsや
プログラミングなど、様々な分野から
のオーダーが増加しており、地域の占
める割合が相対的に低下してきてい
る。�
・新規に地域の講師や地域材を発掘・
教材化し、授業実践に結び付けるとい
うのは、多忙な教員にとって敬遠され
る。現実的に難しい。�
・地域の側からみると「学校は敷居が
⾼い」という意識の⾯で関わりづらさ
を感じている住⺠が少なくない。�

地域の伝統⽂化や⾏事にはすべて参加
し、まずは⾃分で体験することを通し
て、魅⼒だと思うもの、教育的に意義
がありそうなものを吟味しました。同
時に、伝統⽂化や⾏事に対して想いを
もち、実際に⾏動している⽅のなか
で、学校に協⼒してくれそうな⼈を探
しました。適任な⼈をみつけたら、男
尊⼥卑的な発⾔やセクハラをしないな
ど、コンプライアンス的に問題がない
かどうかを探りました。学校に変な⼈
を⼊れられませんからね。�

次に、魅⼒的で教育的な価値がありそ
うだと思う伝統⽂化や⾏事を「地域資
源⼀覧」としてリスト化しました。コ
ンテンツやイベントの名称だけでな
く、協⼒者の名前も載せました。そし
て、教材化の作業に⼊ります。どの教
科のなんという単元であれば教材とし�

て活⽤できるかを検討しました。たと
えば、沢⽥ろうそくまつりであれば、
「平家の落ち武者の御霊を弔ったのが
起源だとされているという祭りである
ことから、歴史学習（社会科）が始ま
る⼩学６年⽣がいいだろう」とか、お
⼭参詣であれば、「五穀豊穣を祈る祭
りだから、社会科で⽶作りを学ぶ５年
⽣なら総合と絡めて１単元にできるか
も…」などと考え、具体的な授業展開
をイメージしました。「地域資源⼀覧」
に地域材の位置づけや扱い⽅を参考に
載せ、⼩・中学校に共有しました。
「地域資源⼀覧」をつくるアイディア
は、野⼝拓郎さんの「達⼈リスト」か
ら着想を得ました。具体的な授業展開
まで考えられたのは、教員としての実
務経験があったからだと思います。

●地域のこどもが地域を知れるように…

⼩・中学校の学習を⽀援CASE3
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●地域資源を知り、リスト化、教材化
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地域の伝統⽂化や⾏事を教材化し、
⼩・中学校の探求学習の題材にできる
よう⽀援しました。おためし協⼒隊の
ときに、相⾺中PTA会⻑（当時）の安
⽥さんから「外の⼈に魅⼒を発信する
んじゃなくて、学校と連携して中の⼈
に、特にこどもに魅⼒を伝えてほし
い」と⾔われました。⾃分のやりたい
ことと地域が求めることが⼀致してい
ると確信があった活動でした。�

まずは学校現場が抱える下記３つの課
題を解決することを⽬指しました。�
・�カリキュラム化された社会科や⽣活�
科といった教科学習等においては、学�
習活動・分野が限られているうえ、総�
合的な学習の時間においても、�SDGsや
プログラミングなど、様々な分野から
のオーダーが増加しており、地域の占
める割合が相対的に低下してきてい
る。�
・新規に地域の講師や地域材を発掘・
教材化し、授業実践に結び付けるとい
うのは、多忙な教員にとって敬遠され
る。現実的に難しい。�
・地域の側からみると「学校は敷居が
⾼い」という意識の⾯で関わりづらさ
を感じている住⺠が少なくない。�

地域の伝統⽂化や⾏事にはすべて参加
し、まずは⾃分で体験することを通し
て、魅⼒だと思うもの、教育的に意義
がありそうなものを吟味しました。同
時に、伝統⽂化や⾏事に対して想いを
もち、実際に⾏動している⽅のなか
で、学校に協⼒してくれそうな⼈を探
しました。適任な⼈をみつけたら、男
尊⼥卑的な発⾔やセクハラをしないな
ど、コンプライアンス的に問題がない
かどうかを探りました。学校に変な⼈
を⼊れられませんからね。�

次に、魅⼒的で教育的な価値がありそ
うだと思う伝統⽂化や⾏事を「地域資
源⼀覧」としてリスト化しました。コ
ンテンツやイベントの名称だけでな
く、協⼒者の名前も載せました。そし
て、教材化の作業に⼊ります。どの教
科のなんという単元であれば教材とし�

て活⽤できるかを検討しました。たと
えば、沢⽥ろうそくまつりであれば、
「平家の落ち武者の御霊を弔ったのが
起源だとされているという祭りである
ことから、歴史学習（社会科）が始ま
る⼩学６年⽣がいいだろう」とか、お
⼭参詣であれば、「五穀豊穣を祈る祭
りだから、社会科で⽶作りを学ぶ５年
⽣なら総合と絡めて１単元にできるか
も…」などと考え、具体的な授業展開
をイメージしました。「地域資源⼀覧」
に地域材の位置づけや扱い⽅を参考に
載せ、⼩・中学校に共有しました。
「地域資源⼀覧」をつくるアイディア
は、野⼝拓郎さんの「達⼈リスト」か
ら着想を得ました。具体的な授業展開
まで考えられたのは、教員としての実
務経験があったからだと思います。

●地域のこどもが地域を知れるように…



取組プロセス

・イグルーマイスター講座で⻘森⼤学の講師（後藤欣司）と知り合う�
→相⾺をフィールドとしたインターンをしないかと提案�

取組の工夫例
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【関係⼈⼝プログラムのお⼿伝い】�
・関係⼈⼝創出プログラム「Entre！（アントレ）」�
・関係⼈⼝創出プログラム「Borderless�Campass�Hirosaki」�
【⼤学の講義のお⼿伝い】�
・相⾺まち歩き（弘前⼤学：柴⽥先⽣）�

【⾃主企画】�
・課題解決型インターンシップ（沢⽥ろうそくまつり）�
・農村ホームステイ型インターンシップ（りんご農作業×お⼭参詣）�
→応募ゼロにより未実施�
・関係⼈⼝創出プログラム「厳冬期弘前おためし移住×沢⽥ろうそくまつり」�

【農村RMO関連事業】�
・地域づくり学⽣インターン（事務局：法政⼤学）�
【⾃主企画】�
・農村ホームステイ型インターンシップ（⻘森⼤学�後藤ゼミ）�

【再訪⽀援】�
・地域づくり学⽣インターン×沢⽥ろうそくまつり�
【活動報告】�
・相⾺地区地域おこし協⼒隊「卒業感謝＆報告会」で、１年間の活動をまとめ�
 た広報誌「たびぼうず」を掲⽰�

宮⼝侗廸『若者と地域をつくる:�地域づくりインターンに学ぶ学⽣と農⼭村�
の協働』『過疎に打ち克つ:�先進的な少数社会をめざして』を読了�

●相⾺案内の定番ルートを確⽴�
ブラッシュアップを重ね、沢⽥神明宮→⽻根⼭農村公園→ロマントピアスキ�
ー場→上皇宮→⽯⼾神社→�JA相⾺村特産物直売所「林檎の森」を周りなが
ら、道中、りんご園地を眺め、丸葉・矮化・⾼密植栽培の解説をするという
案内ルートを確⽴しました。相⾺の⾃然・歴史的な魅⼒を伝えるうえで、導
線的にも時間的もちょうどよいルートになったと思います。�

●市の広報誌や移住関連のwebサイトに掲載�
広報ひろさきやSMOUT（移住希望者と⾃治体のマッチ�
ングサービス）などに募集情報を掲載しましたが、応�
募はゼロでした。実績がないインターンシップを集客�
する難しさを痛感しました。SMOUTはチャット対応が�
必須になるので、連絡無精の⼈はあまりオススメしま�
せん。�

●再訪対応も丁寧に�
「沢⽥ろうそくまつりに⾏きたい」と再訪を希望する学⽣がいたので、宿泊�
場所の確保や祭りの準備段階からの参加などをアテンドをしました�

（後藤欣司氏）と知り合う

。
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視察対応�
●総務省&JOIN�
<2023年度>�
８⽉９⽇ 着任理由・活動報告�

●中国農業⼤学&テンセント
<2024年度>�
11⽉21⽇ 活動報告�
<2025年度>�
５⽉26⽇ 活動報告�

学⽣インターン、アテンド業務（視察対応）

協⼒隊アテンド�
<2023年度>�
藤崎町地域おこし協⼒隊（⼤和⽥隊員）�
<2024年度>�
南部町地域おこし協⼒隊（渡邊隊員）�
<2025年度>�
⻘森市地域おこし協⼒隊（今井隊員）�
むつ市地域おこし協⼒隊（⼤塚隊員）�
弘前市地域おこし協⼒隊（⼭⽥隊員）�

学芸員アテンド�
<2024年度>�
11⽉９⽇ 相⾺有志会を取材�
<2025年度>�
９⽉21⽇ お⼭参詣「宵⼭」に参加�

学⽣インターン�
●地域づくりインターンの会�
<2025年度>�
６⽉21-22⽇ 派遣地決定会�
７⽉14⽇ オンラインミーティング①�
９⽉２⽇ オンラインミーティング②�
９⽉６⽇：集合・オリエンテーション�
９⽉７⽇：りんご農作業�
９⽉８⽇：りんご農作業�
９⽉９⽇：りんご農作業�
９⽉10⽇：りんご農作業�
９⽉11⽇：終⽇フリー�
９⽉12⽇：⼩学⽣の稲刈り補助�
９⽉13⽇：りんご農作業�
９⽉14⽇：活動報告会�
９⽉15⽇：清掃・解散�
３⽉1-5⽇：再訪（沢⽥ろうそくまつり）

学⽣アテンド
●「Entre!（アントレ）」�
<2023年度>�
７⽉31⽇ 相⾺探訪ツアー�
<2024年度>�
７⽉31⽇ 相⾺探訪ツアー�
<2025年度>�
７⽉31⽇ 相⾺探訪ツアー�

●「Borderless�Campus�Hirosaki」�
<2023年度>�
８⽉８⽇ オンライン説明会�
８⽉28⽇ 交流会�
８⽉29⽇ 選果場・園地⾒学�
９⽉１⽇ 活動報告会

●⻘森⼤学�
<2025年度>�
５⽉７⽇：オリエンテーション�
７⽉２⽇：事前レクチャー�
９⽉13⽇：りんご農作業,ホームステイ�
９⽉14⽇：りんご農作業,ホームステイ�
９⽉15⽇：りんご農作業�
９⽉20⽇：お⼭参詣「向⼭」�
９⽉21⽇：お⼭参詣「宵⼭」�
９⽉22⽇：お⼭参詣「朔⽇⼭」�

【参加学⽣】10名（⻘森⼤学）�
【ホームステイ先】三上さん宅�

（視察対応）



全住⺠アンケートを実施CASE6
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桜井 みずほ

地域おこし協⼒隊として活動していく
なかで、徐々にですが地域の⼈々が何
を望み、何に困っているかうっすらと
わかってきました。しかし、すべてを
把握したわけではありませんし、こち
らの思い込みという可能性もないとは
いえません。また、地域の課題解決や
持続的な発展をめざして、農村RMO
（地域運営組織）の設⽴に動こうとい
う気運が協⼒隊および相⾺総合⽀所内�

で⾼まってきました。国の⽀援を受け
て⻘森県が実施する、あおもり型農村
RMOは、対象となる事業の範囲が⽐較
的広く、農家だけでない⼀般家庭の住
⺠も多くいる相⾺地区には運⽤しやす
い制度といえます。今後、協⼒隊とし
て将来の農村RMO設⽴の基盤をつくっ
ておくことも意義のある活動ではない
かと考えました。そこでまず取り組ん
だのが住⺠アンケートの実施です。�

地域住⺠が本当に何を望んでいるか、
正確に把握することは活動の⼤前提だ
といえます。いくら協⼒隊が懸命に取
り組んだとしても、それがニーズにそ
くしていないとすれば、ひとりよがり
にすぎません。全住⺠を対象にしたア
ンケートは、そんなミスマッチを避け
るためにとても重要な調査ではないで
しょうか。今回は、12歳以上の全住⺠
を対象にアンケートを実施することに
しました。12歳といえば⼩学６年⽣か
あるいは中学１年⽣です。地域の問題
や普段の⽣活についてもかなり考えが
及ぶ年代だという判断です。もちろ
ん、それより下のこどもでも地域や社
会についてよく考えている⼦は少なか
らずいるでしょう。ただ今回は設問設
定や回収の効率化などをふまえ、対象
を12歳以上ということにしました。�

●今後の活動と農村RMO設⽴に向けて

●地域のニーズを正確に把握する

まず確認したいことのひとつが、住⺠
の皆さんの地域に対する思い⼊れでし
た。地域活性化、地域おこしといって
も、そこに暮らす⼈々が地域に対して
どのような想いを持っているかによっ
て取り組みの⽅法や⽅向性が変わって
きます。地域の⽅々が将来この地域を
どのようにしたいのか、どうなってほ
しいのか、把握しておく必要があると
思います。そのうえで、住⺠の⽅々が
向かっているベクトルに合わせた取り
組みをしていく必要があるのではない
でしょうか。また、住⺠のニーズをし
っかりつかむ、というのも住⺠アンケ
ートの⼤きな狙いです。そのニーズに
対してどう応えていくか、あるいは答
えられるのか、協⼒隊の活動をしてい
くうえでまずはその判断をする必要が
あると思います。�

⼩・中学校の学習を⽀援CASE3

桜井 みずほ

●地域資源を知り、リスト化、教材化

14 13 

地域の伝統⽂化や⾏事を教材化し、
⼩・中学校の探求学習の題材にできる
よう⽀援しました。おためし協⼒隊の
ときに、相⾺中PTA会⻑（当時）の安
⽥さんから「外の⼈に魅⼒を発信する
んじゃなくて、学校と連携して中の⼈
に、特にこどもに魅⼒を伝えてほし
い」と⾔われました。⾃分のやりたい
ことと地域が求めることが⼀致してい
ると確信があった活動でした。�

まずは学校現場が抱える下記３つの課
題を解決することを⽬指しました。�
・�カリキュラム化された社会科や⽣活�
科といった教科学習等においては、学�
習活動・分野が限られているうえ、総�
合的な学習の時間においても、�SDGsや
プログラミングなど、様々な分野から
のオーダーが増加しており、地域の占
める割合が相対的に低下してきてい
る。�
・新規に地域の講師や地域材を発掘・
教材化し、授業実践に結び付けるとい
うのは、多忙な教員にとって敬遠され
る。現実的に難しい。�
・地域の側からみると「学校は敷居が
⾼い」という意識の⾯で関わりづらさ
を感じている住⺠が少なくない。�

地域の伝統⽂化や⾏事にはすべて参加
し、まずは⾃分で体験することを通し
て、魅⼒だと思うもの、教育的に意義
がありそうなものを吟味しました。同
時に、伝統⽂化や⾏事に対して想いを
もち、実際に⾏動している⽅のなか
で、学校に協⼒してくれそうな⼈を探
しました。適任な⼈をみつけたら、男
尊⼥卑的な発⾔やセクハラをしないな
ど、コンプライアンス的に問題がない
かどうかを探りました。学校に変な⼈
を⼊れられませんからね。�

次に、魅⼒的で教育的な価値がありそ
うだと思う伝統⽂化や⾏事を「地域資
源⼀覧」としてリスト化しました。コ
ンテンツやイベントの名称だけでな
く、協⼒者の名前も載せました。そし
て、教材化の作業に⼊ります。どの教
科のなんという単元であれば教材とし�

て活⽤できるかを検討しました。たと
えば、沢⽥ろうそくまつりであれば、
「平家の落ち武者の御霊を弔ったのが
起源だとされているという祭りである
ことから、歴史学習（社会科）が始ま
る⼩学６年⽣がいいだろう」とか、お
⼭参詣であれば、「五穀豊穣を祈る祭
りだから、社会科で⽶作りを学ぶ５年
⽣なら総合と絡めて１単元にできるか
も…」などと考え、具体的な授業展開
をイメージしました。「地域資源⼀覧」
に地域材の位置づけや扱い⽅を参考に
載せ、⼩・中学校に共有しました。
「地域資源⼀覧」をつくるアイディア
は、野⼝拓郎さんの「達⼈リスト」か
ら着想を得ました。具体的な授業展開
まで考えられたのは、教員としての実
務経験があったからだと思います。

●地域のこどもが地域を知れるように…
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各世帯に12歳以上の住⺠が何⼈いるか
把握するには、住⺠基調台帳を参照し
て集計する必要があります。ただし、
個⼈情報の集まりである住⺠基調台帳
は誰でも簡単に閲覧できるものではあ
りません。そこで、弘前市の市⺠課市
⺠情報係に相談し、必要書類を提出し
て相⾺地区の住⺠データを提供してい
ただきました。取扱要注意のデータで
すので、メールで簡単にやり取りとい
うわけにはいきません。専⽤のUSBメ
モリで受け渡し時・返却時に書類に署
名して慎重に受け渡しを⾏いました。�

●不可⽋な市⺠課と町会の協⼒●わからなければ先駆者に聞け！

住基データをもとに、各世帯に12歳以
上の住⺠が何⼈いるか、その世帯がど
の町会の何班に所属しているか区分け
し、世帯ごとにA4の封筒にアンケート
⽤紙等を⼊れる、という地道な作業を
ひと⽉以上続け、さらに各班ごとにま
とめ各町会⻑にお渡ししました。あと
は各世帯からの返信を待つだけです。
直接お持ちになるケースも想定して、
相⾺総合⽀所の⽞関⼝に回収ボックス
を設置。配布後、すぐに持ってこられ
る⽅もいて、また郵便は1⽇数⼗通届
いて回収がスムーズに進みました。�

●集計を弘前⼤学平井太郎研究室に依頼

最終的に回答率は50％を超えました。
全国の事例を⾒ると、だいたい30数％
のところが多いようで、相⾺は40％超
えれば上出来と考えていたので、この
結果には⼤変驚きました。なお、設問
は全国の先例を参考にしながら、相⾺
地区に適した内容とし、住⺠が回答し
やすいように選択式としました。回答
の集計は、弘前⼤学⼤学院の平井太郎�

住⺠アンケートといっても、もちろん
これまで経験はありませんから、何か
ら⼿を付ければいいのかさえわかりま
せん。わからなければ経験者に聞くの
が⼀番、ということで、他地域の視察
にいくことにしました。⼀番最初にう
かがったのが、横浜市⼾塚区にある公
益社団法⼈北汲沢地域総合福祉活動委
員会で、ここは住⺠共助による⾼齢者
移動・外出⽀援も⾏っている団体で
す。さらに、農村RMOの助成事業を利
⽤し、宮城県栗原市の⼀般社団法⼈は
なやまネットワーク、岩⼿県奥州市の
⼀般社団法⼈いであいに視察にうかが
いました。いずれも住⺠アンケート、
地域住⺠による地域交通を⾏っている
団体で、規模や地形も相⾺に近いこと�

もあり⼤変参考になりました。たとえ
ば、住⺠アンケートの実施には各町内
会の会⻑、班⻑さんたちの協⼒が⽋か
せないようです。各世帯への配布はも
ちろん、回収についても町会⻑さん、
班⻑さんが直接うかがうことで回収率
がグンと上がることがわかりました。
ただ、900ほどある相⾺地区の全世帯
の配布・回収をお願いするのは負担が
⼤きく、配布はともかく、回収をどの
ように⾏うかが⼤きな課題でした。そ
んなとき、相⾺総合⽀所⺠⽣課の課⻑
補佐から、「切⼿付きの返信⽤封筒を
同封すれば回収率は上がる」とアドバ
イスを受けました。多少予算はかさみ
ますが、各世帯に１通ずつ返信⽤封筒
を同封することにしました。�

⼀般社団法⼈はなやまネットワーク�⼀般社団法⼈いであい�
（伊⼿農村農業活性化協議会）�

先⽣の研究室にお願いしました。ある
会合でアンケートのことを話したとこ
ろ、平井先⽣から「集計はうちの研究
室でやろうか」とご協⼒を申し出てく
ださったのがきっかけです。各地で住
⺠アンケートを⼿掛けている平井研究
室のご協⼒により集計は詳細かつスム
ーズに進みました。多くの⼈のご協⼒
なくしては実現しなかった取組です。

本

本
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・宮城県栗原市花⼭地区「花⼭ネットワーク」�
・岩⼿県奥州市伊⼿地区「伊⼿振興会」を視察�

【アンケートのターゲットと項⽬を検討】�
・北汲沢地域総合福祉活動委員会、はなやまネットワークといであいが実施し�
 た住⺠アンケートを参考にする�
【事前調整】�
・アンケートを実施する旨と協⼒のお願いを町会連合会の会合や⼿紙で伝えた�

・住⺠基本台帳に基づいてアンケートの送付先、枚数を把握�
※弘前市役所市⺠課、相⾺総合⽀所が協⼒�

【アンケート送付・回収】�
・住基データをもとに各世帯の12歳以上の⼈数を把握�
・回収⽅法について検討→切⼿の貼った返信⽤封筒を同封�
・相⾺⽀所⽞関⼝に回収ボックスを設置�

【全住⺠アンケートの必要性】�
・ひとりよがりではない活動のため�
・農村RMO設⽴に向けて地域ニーズの正確な把握�
【アンケートをとる前の相談】�
・野⼝拓郎さんにコーホート分析による⼈⼝予測を相談�

・弘前⼤学⼤学院平井太郎研究室の協⼒により集計�

【結果報告・課題解決】�
・弘前⼤学⼤学院・平井太郎教授の研究室に集計を依頼�
・集計結果を各町会⻑、簡易速報版を各世帯に毎⼾配布�
・メディアに集計結果についてプレスリリースを発表�

●協⼒隊アドバイザーなど有識者に相談
地域おこし協⼒隊として活動するにあたり、サポートしてくれる職員や専⾨
家とのコミュニケーションは重要です。住⺠アンケートについても、その実
施について、必要性や⽅法論などをアドバイスいただきました。

●根回しを⼗分に
住⺠アンケートの実施には町会の協⼒は必要不可⽋です。事前に相⾺地区町
会⻑連合会の総会にお邪魔して、実施⽅針を報告して協⼒をお願いするなど
の根回しを⼗分に⾏いました。また、実施が決まった段階で新聞等のメディ
アにプレスリリースを送付。幸い取り上げていただいたことで、地域住⺠へ
の告知にもなりました。

●回答しやすさを重視する
設問や回答形式、返信⽅法などについては、まず回答のしやすさ、返信のし
やすさを第⼀に考えました。設問は多くても10問程度にとどめ、回答は選択
式としました。A4のペラ１枚で収まるようにして、住⺠のわずわらしさを極
⼒排除するようにしました。また返信⽤封筒にあらかじめ切⼿を貼付するこ
とは、お⾦がかかりますが経費と割り切って、回答率向上のために採⽤しま
した。直接持ってこられる⽅もけっこういて、未使⽤の切⼿もけっこう回収
できました。

「はなやまネットワーク」
「いであい」を視察
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桜井 みずほ

相⾺地区に暮らす12歳以上の全住⺠を
対象にしたアンケートで浮き彫りにな
った課題は、やはり移動の問題でし
た。アンケート以前から地域を回って
よく聞いていたのが、移動に関する不
安の声でした。⾼齢化が進み、免許返
納者が増える今後、通院や買い物に⾏
く“⾜”に不安を覚える⾼齢者が少なか
らずいらっしゃいました。公共交通、
とくにバス会社の⼈⼿不⾜は全国的に
深刻で、減便や路線統合はやむを得な
いというのが実情でしょう。かといっ
てすべてを⾏政に頼るのは限界があり
ます。ならば、住⺠同⼠の共助による
⽣活⽀援のシステムを構築できないか
と考えたのがきっかけでした。弘前市
では「地域型ヘルパーサービス事業」�

という事業を⾏っており、その制度を
活⽤して相⾺地区の⾼齢者の⽣活を⽀
援するボランティア団体「相⾺凸凹学
会サービス」を⽴ち上げました。同じ
ような事業をしている他府県の地域に
視察し⾏き、そして地域の事情に詳し
い住⺠の⽅の協⼒を得ながら、およそ
１年間の準備期間を経て令和７年６⽉
にサービスを開始しました。おかげさ
まで思ったより多くの⽅にスタッフ登
録していただき、まだ実証試験的運営
ながら利⽤者からは好評をいただいて
います。若い⼈が進学や就職で相⾺を
離れるのはしかたのないことです。⼀
度外の世界を⾒るのはむしろいいこと
かもしれません。ただ、年をとってか
らも安⼼して暮らせる環境があれば、�

いつか相⾺に戻ろうと思ってくれる⼈
も増えるのではないでしょうか。⽣活
⽀援サービスの仕組みをつくるにあた
って、まず相談したのが、現在「凸凹
学会サービス」の代表をしていただい
ている三浦りつさんです。三浦さんは
看護師で、現在は相⾺地区のおもに⾼
齢者に対する健康維持活動などを⾏っ
ています。⽣活⽀援サービスを始めた
いという申し出にご賛同いただき、⼈
集めや現状分析などに⼤いにご協⼒い
ただきました。令和７年６⽉に「相⾺
凸凹学会サービス」がスタートしてか
らも、スタッフの割り振りや利⽤者さ
んに関する情報のまとめなどに⼋⾯六
臂の活躍をしていただいています。令
和７年度はあくまで実証期間という位
置づけで、⼤々的な告知などは⾏って
いませんが、⼝コミ等で利⽤者さんが
徐々に増え、スタッフも相⾺地区以外
から参加したいという⽅を含めて徐々
に増えてきました。「相⾺凸凹サービ
ス」で経験を積んだ⽅が、いつか⾃分
の地域で同様のサービスを展開し、や
がて弘前市の全地域を網羅するように
なればいいと思っています。少⼦⾼齢
化は⽇本全国での傾向で、とくに⼤都
市以外の地⽅では当⾯その傾向は続い�

●⾼齢者も安⼼して暮らせる地域に！

ていくでしょう。現役世代の負担を減
らしつつ、増えていく⾼齢者が安⼼し
て暮らせるような地域にしていくこと
が、⽇本全体を豊かにする⽅策のひと
つだと思っています。そのためには、
地域住⺠による共助というシステムを
各地で定着させていく必要があるでし
ょう。相⾺地区が、その先進例として
注⽬されるようになればうれしいので
すが。もっとも、そのための課題は⼭
積しているのが現状です。たとえば、
介護保険とのすみわけをどうするか。
弘前市が実施している地域型ヘルパー
サービス事業は、介護保険の対象とな
らない内容や⾼齢者を対象とするのが
基本です。しかし実施は、介護認定を
受けている利⽤者さんが少なくないの
が実情です。介護施設から、⼈⼿不⾜
なのでサービスを代⾏してほしいとい
う依頼も稀にあります。�

視察しに行き、そして地域の事情に詳し
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ていくためには、若い世代や男性のス
タッフも増やしていく必要があると考
えています。そのための⽅策のひとつ
として、現在報償⾦としてスタッフに
お渡ししている謝礼を、より賃⾦に近
いものにしていく必要があるかもしれ
ません。利⽤者さんの負担とも併せて
勘案しながら、win-winになれるよう
な⽅法を考えていきたいと思います。�

将来的には、コミュニティ・バスある
いはタクシーの運⾏も考えていきたい
と思っています。現在、乗り合いタク
シーはバスの運⾏にあわせてのみ利⽤
可能なので、よりフレキシブルに利⽤
できる地域交通を構築できればと思っ
ています。うまく⼈件費をまかなえれ
ば、地域の⼈の雇⽤促進にもつながる
のではないかと思います。�

●より有効な地域交通に向けて●⽣活⽀援サービス継続のために

現在、「相⾺凸凹学会サービス」に
は13名のボランティアスタッフに登
録していただいています。その多く
は60歳以上の⼥性で、65歳以上の
いわゆる⾼齢者も少なくありませ
ん。⽣活⽀援といっても、近年問題
となっている除雪等はなかなか対応
できないのが現状です。今後、相⾺
凸凹学会サービスを継続・拡⼤させ�

どのような地域交通が相⾺にあってい
るか地域の特性（住⺠構成や地形、公
共交通との関係性など）を分析して判
断していく必要があります。そこで、
任期満了間際でしたが、いわて地域づ
くりセンター理事で地域交通の専⾨家
である若菜千穂先⽣を招いて相⾺地区
地域交通セミナーを実施し、住⺠とと
もに地域交通について考えました。�

⼩・中学校の学習を⽀援CASE3

桜井 みずほ

●地域資源を知り、リスト化、教材化

14 13 

地域の伝統⽂化や⾏事を教材化し、
⼩・中学校の探求学習の題材にできる
よう⽀援しました。おためし協⼒隊の
ときに、相⾺中PTA会⻑（当時）の安
⽥さんから「外の⼈に魅⼒を発信する
んじゃなくて、学校と連携して中の⼈
に、特にこどもに魅⼒を伝えてほし
い」と⾔われました。⾃分のやりたい
ことと地域が求めることが⼀致してい
ると確信があった活動でした。�

まずは学校現場が抱える下記３つの課
題を解決することを⽬指しました。�
・�カリキュラム化された社会科や⽣活�
科といった教科学習等においては、学�
習活動・分野が限られているうえ、総�
合的な学習の時間においても、�SDGsや
プログラミングなど、様々な分野から
のオーダーが増加しており、地域の占
める割合が相対的に低下してきてい
る。�
・新規に地域の講師や地域材を発掘・
教材化し、授業実践に結び付けるとい
うのは、多忙な教員にとって敬遠され
る。現実的に難しい。�
・地域の側からみると「学校は敷居が
⾼い」という意識の⾯で関わりづらさ
を感じている住⺠が少なくない。�

地域の伝統⽂化や⾏事にはすべて参加
し、まずは⾃分で体験することを通し
て、魅⼒だと思うもの、教育的に意義
がありそうなものを吟味しました。同
時に、伝統⽂化や⾏事に対して想いを
もち、実際に⾏動している⽅のなか
で、学校に協⼒してくれそうな⼈を探
しました。適任な⼈をみつけたら、男
尊⼥卑的な発⾔やセクハラをしないな
ど、コンプライアンス的に問題がない
かどうかを探りました。学校に変な⼈
を⼊れられませんからね。�

次に、魅⼒的で教育的な価値がありそ
うだと思う伝統⽂化や⾏事を「地域資
源⼀覧」としてリスト化しました。コ
ンテンツやイベントの名称だけでな
く、協⼒者の名前も載せました。そし
て、教材化の作業に⼊ります。どの教
科のなんという単元であれば教材とし�

て活⽤できるかを検討しました。たと
えば、沢⽥ろうそくまつりであれば、
「平家の落ち武者の御霊を弔ったのが
起源だとされているという祭りである
ことから、歴史学習（社会科）が始ま
る⼩学６年⽣がいいだろう」とか、お
⼭参詣であれば、「五穀豊穣を祈る祭
りだから、社会科で⽶作りを学ぶ５年
⽣なら総合と絡めて１単元にできるか
も…」などと考え、具体的な授業展開
をイメージしました。「地域資源⼀覧」
に地域材の位置づけや扱い⽅を参考に
載せ、⼩・中学校に共有しました。
「地域資源⼀覧」をつくるアイディア
は、野⼝拓郎さんの「達⼈リスト」か
ら着想を得ました。具体的な授業展開
まで考えられたのは、教員としての実
務経験があったからだと思います。

●地域のこどもが地域を知れるように…
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●地域資源を知り、リスト化、教材化
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地域の伝統⽂化や⾏事を教材化し、
⼩・中学校の探求学習の題材にできる
よう⽀援しました。おためし協⼒隊の
ときに、相⾺中PTA会⻑（当時）の安
⽥さんから「外の⼈に魅⼒を発信する
んじゃなくて、学校と連携して中の⼈
に、特にこどもに魅⼒を伝えてほし
い」と⾔われました。⾃分のやりたい
ことと地域が求めることが⼀致してい
ると確信があった活動でした。�

まずは学校現場が抱える下記３つの課
題を解決することを⽬指しました。�
・�カリキュラム化された社会科や⽣活�
科といった教科学習等においては、学�
習活動・分野が限られているうえ、総�
合的な学習の時間においても、�SDGsや
プログラミングなど、様々な分野から
のオーダーが増加しており、地域の占
める割合が相対的に低下してきてい
る。�
・新規に地域の講師や地域材を発掘・
教材化し、授業実践に結び付けるとい
うのは、多忙な教員にとって敬遠され
る。現実的に難しい。�
・地域の側からみると「学校は敷居が
⾼い」という意識の⾯で関わりづらさ
を感じている住⺠が少なくない。�

地域の伝統⽂化や⾏事にはすべて参加
し、まずは⾃分で体験することを通し
て、魅⼒だと思うもの、教育的に意義
がありそうなものを吟味しました。同
時に、伝統⽂化や⾏事に対して想いを
もち、実際に⾏動している⽅のなか
で、学校に協⼒してくれそうな⼈を探
しました。適任な⼈をみつけたら、男
尊⼥卑的な発⾔やセクハラをしないな
ど、コンプライアンス的に問題がない
かどうかを探りました。学校に変な⼈
を⼊れられませんからね。�

次に、魅⼒的で教育的な価値がありそ
うだと思う伝統⽂化や⾏事を「地域資
源⼀覧」としてリスト化しました。コ
ンテンツやイベントの名称だけでな
く、協⼒者の名前も載せました。そし
て、教材化の作業に⼊ります。どの教
科のなんという単元であれば教材とし�

て活⽤できるかを検討しました。たと
えば、沢⽥ろうそくまつりであれば、
「平家の落ち武者の御霊を弔ったのが
起源だとされているという祭りである
ことから、歴史学習（社会科）が始ま
る⼩学６年⽣がいいだろう」とか、お
⼭参詣であれば、「五穀豊穣を祈る祭
りだから、社会科で⽶作りを学ぶ５年
⽣なら総合と絡めて１単元にできるか
も…」などと考え、具体的な授業展開
をイメージしました。「地域資源⼀覧」
に地域材の位置づけや扱い⽅を参考に
載せ、⼩・中学校に共有しました。
「地域資源⼀覧」をつくるアイディア
は、野⼝拓郎さんの「達⼈リスト」か
ら着想を得ました。具体的な授業展開
まで考えられたのは、教員としての実
務経験があったからだと思います。

●地域のこどもが地域を知れるように…
⼩・中学校の学習を⽀援CASE3

桜井 みずほ

●地域資源を知り、リスト化、教材化
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地域の伝統⽂化や⾏事を教材化し、
⼩・中学校の探求学習の題材にできる
よう⽀援しました。おためし協⼒隊の
ときに、相⾺中PTA会⻑（当時）の安
⽥さんから「外の⼈に魅⼒を発信する
んじゃなくて、学校と連携して中の⼈
に、特にこどもに魅⼒を伝えてほし
い」と⾔われました。⾃分のやりたい
ことと地域が求めることが⼀致してい
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・町会⻑ヒアリングを実施�

・全住⺠アンケートを実施

【地域ニーズの把握】
・地域回り、住⺠との会話
・⾼齢者教室など役所主催の催しに参加
・ねぷた、獅⼦舞、紙漉、お⼭参詣、宵宮など地域⾏事への参加

【地域の困りごとの洗い出し】
・住⺠アンケート結果の分析
→とくに⾼齢者の通院、買物の不安が顕在化
・弘前市実施「地域型ヘルパーサービス事業」の検討
→市の介護福祉課に数度相談に⾏く

【相⾺地区全16町会⻑の個別ヒアリング】
・農村RMO設⽴準備を兼ねて各町会の現状を調査
・地域の⾼齢者について詳しい三浦りつさんに相談

【地域円卓会議および地域交通セミナーを実施】
・⾼齢者の移動⽀援を考える地域円卓会議
・相⾺地区地域交通セミナー

●畑をめぐる
農家の多い相⾺地区では、⽇中に家を訪ねても留守の場合が多いので、畑を
回るようにしました。とくに休憩時間である午前10時過ぎ、午後3時ごろがね
らい⽬。昼休みは⾃宅に帰られる⽅が多いので注意が必要です。また、地域の
⾏事は終わった後に必ずといっていいほど反省会と称した宴会が開かれます。
そこで住⺠の⽅々のご意⾒や本⾳を聞くこともありますので、積極的に参加
したいところです。

●地域の事情通に協⼒を得る
⽇頃から地域をまわり、いろんな情報に精通している⽅に協⼒を得るのはとて
も⼤切です。地域の状況を正確につかむのはもちろん、⼈集めにもそういう⽅
の協⼒は⼤きな原動⼒となります。もちろん、町会の事情に⼀番詳しいのは町
会⻑ですので、町会⻑への聞き取り調査や意⾒を求めることは⽋かせないで
しょう。話しをしながら、その町会⻑の熱量をはかることもできます。幸い、
相⾺地区の町会⻑は皆さん⾼齢者対策にも前向きな意⾒をお持ちの⽅ばかり
でした。

●なるべく多くの住⺠を巻き込む
多くの住⺠や関係者が意⾒を⾔い合う機
会を設けることも肝⼼だと思います。結
論に⾄らなくても、地域円卓会議などに
参加いただくことで当事者意識の熟成に
もなりますし、さまざまな意⾒を聞くこ
とで新たな⽅向性を⾒出せることもあり
ます。

市役所主催の催しに参加



沢⽥ろうそくまつりの事務局補佐CASE8

●そもそもメインミッションの⼀つ

●５年ぶりの祭り再開に向けて…

●４年ぶりの祭り再開は断念…

2022年10⽉8-10⽇の「相⾺地区体験ツアー（お
ためし地域おこし協⼒隊）」で沢⽥神明宮を視察�

←体験ツアーの
振り返りシート

加賀� 穂坂�
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桜井 みずほ

おためし地域おこし協⼒隊のとき、沢
⽥ろうそくまつり実⾏委員会の委員⻑
と事務局⻑から「沢⽥ろうそくまつり
のために⼒を貸してほしい」というメ
ッセージを受けていました。なので、
ミッションや募集要項には明記されて
いないものの、沢⽥ろうそくまつりの
復活と実⾏委員会の持続可能な運営の
ための⽀援を⾏うことは必然でした。�

協⼒隊担当者からは「３年間の⼈⼯呼
吸器にならないように」と⾔われてい
ました。要は、何でもかんでもやって
あげた結果、任期後に協⼒隊がいなく
なって機能不全に陥ることを防いでほ
しい。⼀時的な労働⼒補填ではなく、
⼈が少なくても回る仕組みや事務作業
を簡素化して後継者に引き継げるよう
な体制を構築してほしいということで
す。なかなか難しい課題だなぁと思い
ながらも、⼈⼯呼吸器的な活動になら
ないように⼼がけました。�

●�⽉例会議に参加�
毎⽉１回、実⾏委員会の執⾏部（委員
⻑と事務局⻑）と協⼒隊が集まり、必
要な物品をどう調達するか、ボランテ
ィアをどう集めるかなどを話し合いま
した。やはり協賛⾦や補助⾦など、お
⾦に関することに多くの時間を費やし
たと思います。簡単な書類作成や事務
作業のお⼿伝いなどのサポートに徹
し、コロナ禍を挟んだ４年ぶりの開催
を⽬指しましたが、事務局⻑の体調不
良があり、委員⻑の判断で開催中⽌。�

事務局⻑が不在では祭りを開催するこ
とができない、属⼈的な体制であるこ
とが明⽩になり、委員⻑からマニュア
ル作成（＝ノウハウの⾔語化）をお願
いされるようになりました。�

桜井 みずほ

●�⽉例会議に参加�
前年度と同じように⽉例会議への参加
をベースに、事務局⻑の備忘録や過去
の収⽀報告書を参照しながらマニュア
ル作りに着⼿しました。マニュアル作
りを通じて、無駄をカットする“事業
仕分け”をしました。また、実⾏委員
会のメンバーから「執⾏部だけで祭り
を決めているような気がして、不満
だ」という旨の話を聞いたので、委員
全員を参集する会議の回数を増やすよ
う執⾏部に促しました。

他には、沢⽥町会では神社庁への負担
⾦を⽀払う余裕がないことや宮司と⽒
⼦総代の交代についても処理しまし
た。この年、なんとか５年ぶりに祭り
を再開させることができました。�



↑テント設営の様⼦（リース会社）�
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●�備忘録と経験をもとに情報収集�
事務局⻑だけに頼り切らない組織体制
を築くために、委員⻑からマニュアル
作成をお願いされました。まずは情報
収集ということで、過去数年分の祭り
関連の書類や事務局⻑の備忘録を読み
込みました。�

●書類のアーカイブ化
協賛依頼書や借⽤書、来賓案内や除雪
依頼書、補助⾦申請⽤紙、マニュアル
など…祭り開催のために使⽤する書類
等すべてをGoogleドライブに保存し、
実⾏委員会のメンバーならだれでも閲
覧できるようにしました。

●祭りのダウンサイジング
沢⽥ろうそくまつりは沢⽥神明宮の⼤
祭の前夜祭です。⼤事なのは⼤祭。前
夜祭で疲弊してしまっては元も⼦もな�

●書類のアーカイブ化∕規模の適正化●祭り維持のためにマニュアル作り

いということで、岩屋堂のなかの岩肌
にろうそくを⽴て、⽕を奉納して五穀
豊穣や家内安全を祈願するという本質
は固守しながらも、今いる⼈で、でき
る範囲のことをするという⽅針のも
と、祭りをダウンサイジングする決断
をしました。例えば、祭りを華やかに
する幾何学模様のキャンドル演出を簡
素化したり、⽚付けのことも考え開催
時間を30分短縮したりすることにしま
した。ちょっとした規模縮⼩です。�

●業務の棚卸∕準備の外部委託

●�テントの設営を外部委託することに�
マニュアルづくりが業務の棚卸しにつ
ながり、さまざまな作業を⾒つめ直す
機会になりました。例えば、会場に設
置するテントは、借⽤書を作り、学校
や公⺠館から借り、会場まで運搬し、
雪が降るなか設営・撤去し、清掃＆返
却しなければならないため、かなりの
負担となっていました。そこで、テン
トやテーブル、パイプ椅⼦のすべてを
リースすることを提案しました。費⽤
がかかるので、初めは懐疑的な意⾒が�

成のために、祭り開催までのプロセス
を⼀通り追体験する必要がありまし
た。実⾏委員の⼀員として追体験する
ことで、“流れ”を把握することができ
ました。しかし、事務局⻑の個⼈的な
関係性・付き合いがベースとなってい
る依頼⽅法や「誰にはいつお願いに⾏
くのがよい」などの暗黙知については
追体験できず、したがってマニュアル
化できませんでした。なんとか、２年
の年⽉を経て、運営マニュアルを完成
させることができました。ただ、マニ
ュアルができたとしても、事務局⻑が
必要不可⽋な存在であることには変わ
らず、代替できる⼈はいません。結局
のところ、マニュアルがあったところ
で、コミットする⼈∕コミットできる
⼈がいないと祭りは成り⽴たないのだ
と痛感しました。なお、マニュアルは
エクセルを使って作成しました。内容
については、ダスキンレントオールの
「イベントの運営マニュアル※」を参
考にしました。�

※https://event.kasite.net/eve-
full/evetan/tech/40004.html�

ありましたが、結果的には「だいぶラ
クになった」「来年も頼もう」という
評価を得られました。お値段以上の価
値があったということです。�

●�マニュアル作り�
情報だけがあっても、体系的に順序だ
ててまとめられません。マニュアル作�

事務局⻑の作業⽇程のメモ（備忘録）�
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・地域おこし協⼒隊（4期⽣）に応募、採⽤、着任�

●会議録は毎回作成�
⽉例会議で話し合ったことは、会議録として記録し、協⼒隊の所属課内でシェ�
アしました。また、会議録もgoogleドライブでアーカイブ化しました。�

●⾼校⽣のやりたいを実現�
実⾏委員会に新加⼊した⾼校⽣が企画した「沢⽥ろうそくまつりフォトコン�
テスト」が実現できるようにサポートしました。応募要項を⼀緒に検討した�
り、チラシのデザインに関する助⾔をしたりしました。やってあげたのはプ�
レスリリースくらいで、基本的には⼿助けくらいの介⼊に抑え、⾼校⽣の学�
びとモチベーションを最⼤化させるのを⼼がけました。�

・マニュアルづくりに着⼿�

●必要感に迫られて…�
祭りを開催するためのノウハウはす�
べて事務局⻑がもっていて、事務局�
⻑が不在になると祭りを継承できな�
いという危機感のもと、マニュアル�
を作り始めました。危機感が切実な�
必要感につながったのだと思いま�
す。委員⻑、事務局⻑、協⼒隊が⼀�
丸となってマニュアル作りに尽⼒し�
ました。前例踏襲的にまとめるので�
はなく、業務の棚卸しをしながら作�
成したことで、今までよりは多少ラ�
クができる（簡素化した）⼿順にな�
ったと思います。�

【おためし地域おこし協⼒隊】�
・委員⻑と事務局⻑から、祭りを復活させたいという想いを聞く�
・沢⽥神明宮をフィールドワーク�
→祭り復活が主要ミッションの⼀つであるという認識をもつ�

【⽉例会議】�
・コロナ禍を経て４年ぶりに祭り開催できるよう、打合せ�
【全体会議】�
・４年ぶりに再開することの意思統⼀�

【マニュアル作りの情報収集】�
・事務局⻑の作業⽇程メモや今までの書類を参考にタスクを把握�
・事務局⻑の仕事を追体験することを通して、作業内容を把握�
【5年ぶり開催】�
・2025年2⽉12⽇、５年ぶりに祭りを開催�

【マニュアル完成】�
・運営マニュアルを完成、実⾏委員会メンバーに共有�
【２年連続まつり開催】�
・2026年3⽉3⽇、２年連続で祭りを開催�
・フォトコンテストを実施�

実⾏委員⻑からのお願いメッセージ�

・事務局⻑の体調不良により祭り中⽌�
・マニュアルを作成してほしいというお願いを受ける�
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●地域の基本情報と暗黙知をまとめたい

●いろんな⽅法で情報・素材集め

58 57 

令和５年度�地域おこし協⼒隊員及び集
落⽀援員の初任者研修会での先輩隊員
（⽯川県七尾市OB）による事例発表
で、「集落の教科書」の存在を知りま
した。話を聞いて、相⾺でも作りたい
と考えました。その後、作りたいとい
う気持ちはどこかにいきましたが、地
域の⽅と話をするなかで、地域住⺠が
地域のことを知らないことに気づきま
した。とくに、町会のこと。町会は世
帯単位で加⼊するため、世帯主しか町
会費や町会活動、役員の決め⽅などを
知らない実態がありました。世帯主以
外にも相⾺の地域コミュニティの基盤
である町会についてもっと知ってほし
いと思うようになりました。その⼿段
として「集落の教科書」を作りたいと
再び思うようになりました。�

結果的に下記３点の理由をもって作成�
することにしました。�

①町会⻑ヒアリングで教えてもらったことや全
住⺠アンケートでわかったことを整理し、まと
めたかったから

②転⼊者や世帯主以外を中⼼に、町会費や町会�
活動について知らない住⺠が意外といることが�
わかり、知ってもらいたいと思ったから�

③地区外から通勤する⾏政職員や教職員、農協
職員のほか、インターンシップ⽣などの外部⼈�
材の⽅などが、相⾺での暮らしのことを知れる�
冊⼦があるといいと思ったから

●オープンデータと町会⻑ヒアリング�
国勢調査やオープンデータひろさきなど
で公開されているオフィシャルな情報と
NPO法⼈ひろだいリサーチの柴⽥さんと
協⼒隊が2024年度に⾏った「町会⻑ヒ
アリング」で得た情報が主要なソースと
なりました。町会⻑ヒアリングは相⾺総
合⽀所で⾏い、１⼈当たり90分程度、聞
き取りをしました。

【町会⻑ヒアリング】⽇付：町会名
11⽉11⽇：紙漉沢   12⽉９⽇：黒滝�
12⽉２⽇：藍内    12⽉13⽇：沢⽥�
12⽉２⽇：⼤助    12⽉16⽇：⼭⽥�
12⽉３⽇：五所    12⽉16⽇：藤沢�
12⽉５⽇：昴     １⽉14⽇：相⾺�
12⽉５⽇：前相⾺   １⽉14⽇：安⽥�
12⽉６⽇：⽔⽊在家  １⽉21⽇：桐ノ⽊沢�
12⽉７⽇：坂市    ２⽉４⽇：湯⼝�

●情報を構造化
⽥畑昇悟『「集落の教科書」のつくり⽅」
を読了したうえで、知りえていた情報を
構造化する作業をしました。

・地域データ：地理・⼈⼝・産業、町会構成
・⾏政・組織：町会の仕組み、役員、費⽤
・⽇常・活動：年間⾏事、共同作業、慣習
・⽣活インフラ：交通、医療、福祉、教育、除雪�
・将来展望：農村RMO、全住⺠アンケート�

●不⾜情報の洗い出し�
構造化した上で、項⽬ごとに情報を当
てはめました。該当する情報がない項
⽬については、再度情報収集する必要
があります。�

●写真素材は改めて収集�
教科書に載せたい写真はリストアップ
しておき、活動中に撮った写真や先輩
隊員（１〜３期⽣）が残した写真から
使えそうな素材を探します。ない場合
は時間を⾒つけて撮りに⾏きました。
例えば、公⺠館の内部、百万遍や地蔵
講をしている様⼦がなかったので、町
会⻑や公⺠館⻑の許可を得たり、開催
⽇程を確認したりして、撮影機会を得
ました。情報にしても写真にしても早
めに不⾜分を把握し、早めに⼊⼿して
おくことが肝要です。�
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作成するきっかけであった「世帯単位
で加⼊する性質上、世帯主以外が町会
のことを知らない」ことに加え、同じ
地区内であるにも関わらず隣の町会で
どんなことをしているのかを知らない
というがわかってきました。⾃分の住
む町会のことはもちろん、各町会の取
り組み、とりわけ⼯夫した取り組みを
を共有したいという思いが湧いてきま
した。補助⾦を活⽤して公⺠会を再整
備している、資源ゴミを独⾃に回収し
て町会費に充てている、町会費の⽀払
いを⼝座振替して業務を簡素化してい
る、若⼿⼥性の町会⻑が活躍している
ことなど…。全て相⾺地区の事例であ
るのに、知られていませんでした。�

⼈数や地域柄が違うので簡単には⾏か
ないとは承知の上ですが、地区の⽅に
各町会の⼯夫した取り組みを把握して
もらい、好事例のヨコ展開を促すため
にも町会情報がメインとなるような構
成にすることにしました。なお、�地区
内の全16町会の情報を可視化し、⽐較
できるようにしてしまうので、事実確
認と事実の表現⽅法に気をつけまし
た。また、後から「これが載るとは思
わなかった」「こんな表現になるとは
知らなかった」と⾔われないように、
編集中の冊⼦を⽰しながら進捗状況を
説明する機会を３回設けました。根回
しも重要です。�

オンラインデザインツールのCanva
（キャンバ）の無料版を使って、記事
を作成しました。使えそうなテンプレ
ートがなかったので、⾃⼒でレイアウ
トしました。弘前市役所の公務⽤パソ
コンで作業しました。記事の執筆やレ
イアウトはまったくの素⼈だったの
で、全国の「集落の教科書」に⽬を通
し、技術的に模倣できそうなところは
マネさせてもらいました。もちろん、
完コピーしたわけではないです（穂
坂）。�

【とくに参考にさせてもらった教科書】�
・京都府南丹市⽇吉町世⽊地域�
・富⼭県⿂津市⽚⾙地区�
・⽯川県七尾市⾼階地区�

●まとめる作業（執筆・編集・校正）●町会がメインとなるような構成に

【冊⼦の詳細】�
印 刷：表紙4⾊×2⾊オフセット印刷�
    （表⾯マットニス加）�
    本⽂2⾊×2⾊オフセット印刷�
⽤ 紙：表紙�アートポスト菊判167㌔�
    本⽂�上質紙A判57.5㌔�
サイズ：A5�
⾴ 数：32⾴�
製 本：無線綴じ�
冊 数：500部�
備 考：データ⼊稿（要組版・調整）�
印刷所：有限会社�⼩野印刷�

前職の経験があるので、⾒積もり・仕
様決定、⼊稿、校正（修正・確認）、
校了、印刷・納品などを主に担当しま
した。内容にはあまり⼝を出しません
でした（加賀）。�

ということがわかりました。自分の住

ないことは承知の上ですが、地区の方に
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・500部発刊、相⾺地区公式ホームページで公開
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・�⽥畑昇悟�『「集落の教科書」の作り⽅』農⽂協を購⼊・読了�

【令和５年度�地域おこし協⼒隊員及び集落⽀援員の初任者研修会】�
・先輩協⼒隊員の活動紹介の中で「集落の教科書」というのがあるのを知る�
→「集落の教科書」を作れたらいいなぁと思う�
【地域・町会⾏事に参加】�
・地域の⾵習や⾒えないルールを知る�

【相⾺地区町会連合会の了承および協⼒を得る】�
・会合にて、「集落の教科書」を作成する旨を説明および協⼒を依頼�
【「集落の教科書」作成】�
・構成、執筆、写真撮影（穂坂）・編集、構成、印刷所とのやりとり（加賀）�
・製本費は「あおもり型農村�RMO�育成事業」から捻出�

【完成報告・希望者に配布】�
・地域住⺠に対して回覧板および毎⼾配布で周知∕相⾺総合⽀所に設置�
・「集落の教科書」を発案したNPO法⼈テダスに完成報告（⼿紙）を送付�
・弘前市東京事務所、⻘森暮らしサポートセンターに送付し設置してもらう�
・市⺠協働課、弘前市町会連合会に完成報告�

62 

・特に着⼿することなく１年半がすぎる

【あおもり型農村RMO育成事業に関わる】�
・ひろだいリサーチと連携し、地区内の町会⻑（16町会）にヒアリング�
→情報がある程度集まってきたと実感し、教科書作りに着⼿し始める�
【「集落の教科書」に関する情報収集】�
・先⾏事例（京都府南丹市⽇吉町世⽊、富⼭県⿂津市⽚⾙など）の分析�

●�集落の教科書�
「集落の教科書」は、地域の⽣活ルール、伝統、草刈りや�
清掃などの共同作業、町会費、ゴミ出しルール、葬儀のし�
きたりなど、移住者が暮らす上で知っておくべき地域特有の�
慣習や現状をまとめたガイドブックです。良い⾯だけでな�
くリアルな⾯を隠さず伝えることで、移住者と地域住⺠と�
のミスマッチやトラブルを防ぐ⽬的で作成されます。ちな�
みに、⻘森県では初の作成例となりました。�

●町会⻑に報連相�
相⾺地区町会連合会の総会や例会で説明したり、町会⻑に個別で⼿紙を送
るなどして進捗状況を報告していました。「聞いてない。知らなかった」と
⾔われないように諄（くど）いくらいに報告・連絡しました。また、事実
確認が必要な場合は、電話で聞き取りました。�

●関係各所に完成報告・配布�
「集落の教科書」を発案したNPO法�
⼈テダスに作成したことを報告し、�
公認していただきました。テダスの�
ホームページからダウンロードが可�
能になっています。また、市や県�
の“市⺠協働”や“移住”に関係する部�
署や施設に送付し、完成報告及び設�
置依頼をしました。たとえば、弘前�
市東京事務所や⻘森暮らしサポート�
センター（有楽町・交通会館）に置�
いてもらっています。�

引⽤：https://tedasu.com/kyoukasyo�
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桜井 みずほ

協⼒隊の活動のなかでも、すぐに始め
られる取り組みの⼀つが「情報発信」
です。特別な設備や⼤きな予算を必要
とせず、着任直後から取り組むことが
できるため、初動期の活動として有効
です。発信を継続することで、地域内
外に活動内容を知ってもらえるだけで
なく、「どんな⼈が来たのか」「何をし
ようとしているのか」を理解してもら
うきっかけにもなります。また、発信
内容を⾒た住⺠や関係者から声をかけ
てもらえることもあり、新しいつなが
りが⽣まれる⼊⼝にもなりやすいで
す。加賀の場合、地区の歴史を発信し
たことで、歴史に詳しいキャラが定着
しました。穂坂の場合、リンゴ愛を語
ったことで、リンゴ好きの移住者とい
うことが浸透しました。�

さらに、情報発信は、備忘録や振り返
りの役割も持つと実感しています⽇々
の活動や気づきを記録として残してお
くことで、後から活動を振り返る際の
材料となり、⾃分⾃⾝の学びの整理に
もつながります。また、年間報告書を
作成する際にも活⽤でき、活動の経過
を客観的に⽰すことができます。相⾺
地区公式HPでの活動報告は、数⾏の⽂
章と数枚の写真という薄い内容である
にも関わらず、意外と読者がいる上、
備忘録になるので役⽴っています。�こ�
のように、情報発信は、始めやすく、�
かつ継続することで効果が広がってい�
く活動であり、初動段階において優先�
的に取り組む価値のある活動の⼀つで�
あるといえます。�

より多くの⼈に情報を届けるために、
タウン誌、市の移住ポータルサイト、
⺠間企業や団体が運営するウェブサイ
トなど、さまざまな媒体に掲載しても
らうことを意識しました。�ただし、そ�
のためには、⾃ら媒体側に働きかける�
姿勢が必要でした。待っていてもはじ�
まりません。こんな発信をしたいと�
⾊々な⼈に話すことも有効でした。�

【加賀の場合】出版・メディア関係の⼈と会っ
たときは前職で編集やライターをしていたこと
を雑談で話しました。すると、⻘森のメディ
ア・出版・編集界隈の⼈とのつながりが⽣ま
れ、執筆依頼をもらうようになりました。⼀般
社団法⼈�EDIT⻘森にクリエイター登録していま
すし、FMアップルウェーブの放送番組審議委員
にもなっています。�

【穂坂の場合】ライターの経験がないので、素
⼈でも投稿できる媒体を探しました。「弘前ぐら
し」の市⺠ライターは初⼼者歓迎だったので応
募しました。「りんご⼤学」のコラム執筆は、同
サイトを運営する会社の⽅とお会いしたときに
「りんごが好きで移住した。りんごのことなら
何でも書ける」と伝えたら、コラムを書く運び
となりました。『⽉刊弘前』と『季刊あおもりの
き』は加賀さんに紹介してもらいました。�

●スキルと営業⼒（図々しさ）が必要…

●�相⾺で影響⼒のあるメディア�
JA相⾺村広報誌「りんごの森」は組合
員・准組合員のお宅に毎⽉届くため、
相⾺地区においては影響⼒のあるメデ
ィアです。１期⽣のときから活動報告
として１⾴分のスペースを協⼒隊に提
供してもらっています。そのおかげ
で、地域住⺠に対して毎⽉紙媒体で活
動報告することができました。毎⽉交
互（加賀→穂坂→加賀…）に記事を執
筆しました。�

●�オールドメディアが⼀番強い�
役所にポスターを掲⽰しようが、イン
スタのストーリーに投稿しようが、紙
媒体で毎⼾配布しようが、、「りんごの
森」に記事を載せようが、結局テレ
ビ・新聞には敵いません。⻘森におい
て、最も効率よく情報を発信・周知す
るには、オールドメディアに取り上げ
てもらうことが正解だと思います。新
聞とテレビの⼒は絶⼤です。載ること
が⽬的ではないですが、何かやる際は
記者クラブへの投げ込みを忘れずに⾏
いました。親しくなった記者やカメラ
マンには、リリースした後に、個⼈的
にメールで情報提供しました。�

●最も着⼿しやすい活動…

⼩・中学校の学習を⽀援CASE3

桜井 みずほ

●地域資源を知り、リスト化、教材化
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地域の伝統⽂化や⾏事を教材化し、
⼩・中学校の探求学習の題材にできる
よう⽀援しました。おためし協⼒隊の
ときに、相⾺中PTA会⻑（当時）の安
⽥さんから「外の⼈に魅⼒を発信する
んじゃなくて、学校と連携して中の⼈
に、特にこどもに魅⼒を伝えてほし
い」と⾔われました。⾃分のやりたい
ことと地域が求めることが⼀致してい
ると確信があった活動でした。�

まずは学校現場が抱える下記３つの課
題を解決することを⽬指しました。�
・�カリキュラム化された社会科や⽣活�
科といった教科学習等においては、学�
習活動・分野が限られているうえ、総�
合的な学習の時間においても、�SDGsや
プログラミングなど、様々な分野から
のオーダーが増加しており、地域の占
める割合が相対的に低下してきてい
る。�
・新規に地域の講師や地域材を発掘・
教材化し、授業実践に結び付けるとい
うのは、多忙な教員にとって敬遠され
る。現実的に難しい。�
・地域の側からみると「学校は敷居が
⾼い」という意識の⾯で関わりづらさ
を感じている住⺠が少なくない。�

地域の伝統⽂化や⾏事にはすべて参加
し、まずは⾃分で体験することを通し
て、魅⼒だと思うもの、教育的に意義
がありそうなものを吟味しました。同
時に、伝統⽂化や⾏事に対して想いを
もち、実際に⾏動している⽅のなか
で、学校に協⼒してくれそうな⼈を探
しました。適任な⼈をみつけたら、男
尊⼥卑的な発⾔やセクハラをしないな
ど、コンプライアンス的に問題がない
かどうかを探りました。学校に変な⼈
を⼊れられませんからね。�

次に、魅⼒的で教育的な価値がありそ
うだと思う伝統⽂化や⾏事を「地域資
源⼀覧」としてリスト化しました。コ
ンテンツやイベントの名称だけでな
く、協⼒者の名前も載せました。そし
て、教材化の作業に⼊ります。どの教
科のなんという単元であれば教材とし�

て活⽤できるかを検討しました。たと
えば、沢⽥ろうそくまつりであれば、
「平家の落ち武者の御霊を弔ったのが
起源だとされているという祭りである
ことから、歴史学習（社会科）が始ま
る⼩学６年⽣がいいだろう」とか、お
⼭参詣であれば、「五穀豊穣を祈る祭
りだから、社会科で⽶作りを学ぶ５年
⽣なら総合と絡めて１単元にできるか
も…」などと考え、具体的な授業展開
をイメージしました。「地域資源⼀覧」
に地域材の位置づけや扱い⽅を参考に
載せ、⼩・中学校に共有しました。
「地域資源⼀覧」をつくるアイディア
は、野⼝拓郎さんの「達⼈リスト」か
ら着想を得ました。具体的な授業展開
まで考えられたのは、教員としての実
務経験があったからだと思います。

●地域のこどもが地域を知れるように…

りの役割も持つと実感しています。日々



●⼀⽅、継続するのが難しい
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⼩・中学校の学習を⽀援CASE3

桜井 みずほ

●地域資源を知り、リスト化、教材化
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地域の伝統⽂化や⾏事を教材化し、
⼩・中学校の探求学習の題材にできる
よう⽀援しました。おためし協⼒隊の
ときに、相⾺中PTA会⻑（当時）の安
⽥さんから「外の⼈に魅⼒を発信する
んじゃなくて、学校と連携して中の⼈
に、特にこどもに魅⼒を伝えてほし
い」と⾔われました。⾃分のやりたい
ことと地域が求めることが⼀致してい
ると確信があった活動でした。�

まずは学校現場が抱える下記３つの課
題を解決することを⽬指しました。�
・�カリキュラム化された社会科や⽣活�
科といった教科学習等においては、学�
習活動・分野が限られているうえ、総�
合的な学習の時間においても、�SDGsや
プログラミングなど、様々な分野から
のオーダーが増加しており、地域の占
める割合が相対的に低下してきてい
る。�
・新規に地域の講師や地域材を発掘・
教材化し、授業実践に結び付けるとい
うのは、多忙な教員にとって敬遠され
る。現実的に難しい。�
・地域の側からみると「学校は敷居が
⾼い」という意識の⾯で関わりづらさ
を感じている住⺠が少なくない。�

地域の伝統⽂化や⾏事にはすべて参加
し、まずは⾃分で体験することを通し
て、魅⼒だと思うもの、教育的に意義
がありそうなものを吟味しました。同
時に、伝統⽂化や⾏事に対して想いを
もち、実際に⾏動している⽅のなか
で、学校に協⼒してくれそうな⼈を探
しました。適任な⼈をみつけたら、男
尊⼥卑的な発⾔やセクハラをしないな
ど、コンプライアンス的に問題がない
かどうかを探りました。学校に変な⼈
を⼊れられませんからね。�

次に、魅⼒的で教育的な価値がありそ
うだと思う伝統⽂化や⾏事を「地域資
源⼀覧」としてリスト化しました。コ
ンテンツやイベントの名称だけでな
く、協⼒者の名前も載せました。そし
て、教材化の作業に⼊ります。どの教
科のなんという単元であれば教材とし�

て活⽤できるかを検討しました。たと
えば、沢⽥ろうそくまつりであれば、
「平家の落ち武者の御霊を弔ったのが
起源だとされているという祭りである
ことから、歴史学習（社会科）が始ま
る⼩学６年⽣がいいだろう」とか、お
⼭参詣であれば、「五穀豊穣を祈る祭
りだから、社会科で⽶作りを学ぶ５年
⽣なら総合と絡めて１単元にできるか
も…」などと考え、具体的な授業展開
をイメージしました。「地域資源⼀覧」
に地域材の位置づけや扱い⽅を参考に
載せ、⼩・中学校に共有しました。
「地域資源⼀覧」をつくるアイディア
は、野⼝拓郎さんの「達⼈リスト」か
ら着想を得ました。具体的な授業展開
まで考えられたのは、教員としての実
務経験があったからだと思います。

●地域のこどもが地域を知れるように…
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取組の工夫例取組プロセス

ルーティン

【ラジオ出演】…記事やコラムを読んだディレクターから出演依頼�
・FMアップルウェーブ「津軽いじん館」「夜は気ままに！」に出演�
・NHK仙台放送局「Nandary」に出演�
【⼤学等での講演】…活動報告を読んだ先⽣、担当者から出演依頼�
・⻘森⼤学、柴⽥学園⼤学、弘前⼤学の講義�
・令和７年度⻘森県地域おこし協⼒隊初任研、市主催移住イベントetc�

・相⾺地区公式ホームページ�
・JA相⾺村広報「りんごの森」�
・各種SNS（Instagram、Facebook）�
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・FMアップルウェーブ�放送番組審議委員を拝命（加賀）�

・「相⾺ジャーナル」「凸凹新聞」を発⾏。毎⼾配布。�

【地域情報誌】�
・「相⾺ジャーナル�創刊号」の印刷を⼩野印刷にお願いする�
【県内のつながりが拡⼤】�
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協⼒隊ネットワーキング活動CASE11

弘前圏域の

●弘前圏域の隊員で親密圏を…
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桜井 みずほ

協⼒隊がネットワーキングする意義
は、親密圏を形成できることにありま
す。ネットワーキングすることを通し
て、愚痴をこぼし、励ましあい、互い
に異論をぶつけ、不安を分かつように
⼼理的に⽀え合ったり、経験知が⼗分
でないまま活動しなければならない隊
員が個別の課題ごとに知恵を寄せ合っ
たりする関係性を築くことができま
す。⼼理的・実務的に⽀援を受けた隊
員は、後から着任した後輩隊員に対し
てサポートを⾏う「⽀援の連鎖」が⽣
じることも分かっています。ただ単に
知り合い、親しくな�る以上に、相互に
⽀えあい刺激しあう良い関係を築くこ
とができるわけです。担当者や⾃治体
の視点からとらえなおしても、隊員同
⼠が親密圏を形成し、相談や情報共有�

を⾏い、しかも「⽀援の連鎖」が⽣じ
るようになれば、担当者や⾃治体によ
る⽀援の負担が軽減されますし、とり
わけ累積受⼊数が少ない⾃治体にとっ
ては、他⾃治体の隊員や経験者との接
点をつくるメリットは⼤きいのではな
いかと思います。弘前圏域の暗黙知を
知った⼈材と、失敗や成功を含めた経
験やプロセス、ノウハウなどの情報を
ストック&シェアできれば、圏域全体
の底上げになるのではないかと思い、
ネットワーキング活動を始めました。�

【参考⽂献】�
・平井太郎「地域おこし協⼒隊のネットワーキ 
ングがなぜ必要か」�
・多々良啓「地域おこし協⼒隊員間にみる⽀援
の連鎖とその要因ー北海道浦河町を事例に」�

⻘森県のように⾯積が広⼤で地域ごと
に地理的・⽂化的な違いが顕著な県に
おいては、地域おこし協⼒隊の重層的
⽀援として、基礎⾃治体レベル以上都
道府県レベル以下のネットワークがあ
ればいいんじゃないかなぁ〜と思って
いました。両者の間のちょうどいい枠
組みが「圏域」だと考えます。地理
的・⽂化的にも共通点があり、社会的
にも県⺠局の管轄地域や定住⾃⽴圏の
構成⾃治体とも被る場合が多く、既存
の枠組みやつながりを活⽤できるから
です。いろんな意味で集まりやすい圏
域でのネットワーキング活動を始める
ことにしました。�

●⾔い出しっぺの法則

 まずは、弘前圏域移住交流デザイナ
ーの野⼝さんに相談しながら⾃主研修
という形で活動をする⽅向に決め、企
画書を作成し、所属課である総務課と
取りまとめ課である企画課の決裁を得
ました。「情報交換ミーティング」と
いう名称の⾃主研修の案内を弘前圏域
の移住担当課を通じて各隊員に送り、
参加を募りました。実は勢いで企画書
を仕上げたところもあり、当初は「な
ぜやるのか」、「どういう意義があるの
か」の説明が薄かったです。総務課、
企画課の⽅と何度もやりとりをさせて
もらい、⽬的を明確化していきまし
た。�

⽥⼝太郎(2018)「『地域おこし協⼒隊』の成果と課題、今後の⽅向性」，森林環境研究会編�
2018,p166.�をもとに筆者加筆(※部分を加筆)���

⼩・中学校の学習を⽀援CASE3

桜井 みずほ

●地域資源を知り、リスト化、教材化

14 13 

地域の伝統⽂化や⾏事を教材化し、
⼩・中学校の探求学習の題材にできる
よう⽀援しました。おためし協⼒隊の
ときに、相⾺中PTA会⻑（当時）の安
⽥さんから「外の⼈に魅⼒を発信する
んじゃなくて、学校と連携して中の⼈
に、特にこどもに魅⼒を伝えてほし
い」と⾔われました。⾃分のやりたい
ことと地域が求めることが⼀致してい
ると確信があった活動でした。�

まずは学校現場が抱える下記３つの課
題を解決することを⽬指しました。�
・�カリキュラム化された社会科や⽣活�
科といった教科学習等においては、学�
習活動・分野が限られているうえ、総�
合的な学習の時間においても、�SDGsや
プログラミングなど、様々な分野から
のオーダーが増加しており、地域の占
める割合が相対的に低下してきてい
る。�
・新規に地域の講師や地域材を発掘・
教材化し、授業実践に結び付けるとい
うのは、多忙な教員にとって敬遠され
る。現実的に難しい。�
・地域の側からみると「学校は敷居が
⾼い」という意識の⾯で関わりづらさ
を感じている住⺠が少なくない。�

地域の伝統⽂化や⾏事にはすべて参加
し、まずは⾃分で体験することを通し
て、魅⼒だと思うもの、教育的に意義
がありそうなものを吟味しました。同
時に、伝統⽂化や⾏事に対して想いを
もち、実際に⾏動している⽅のなか
で、学校に協⼒してくれそうな⼈を探
しました。適任な⼈をみつけたら、男
尊⼥卑的な発⾔やセクハラをしないな
ど、コンプライアンス的に問題がない
かどうかを探りました。学校に変な⼈
を⼊れられませんからね。�

次に、魅⼒的で教育的な価値がありそ
うだと思う伝統⽂化や⾏事を「地域資
源⼀覧」としてリスト化しました。コ
ンテンツやイベントの名称だけでな
く、協⼒者の名前も載せました。そし
て、教材化の作業に⼊ります。どの教
科のなんという単元であれば教材とし�

て活⽤できるかを検討しました。たと
えば、沢⽥ろうそくまつりであれば、
「平家の落ち武者の御霊を弔ったのが
起源だとされているという祭りである
ことから、歴史学習（社会科）が始ま
る⼩学６年⽣がいいだろう」とか、お
⼭参詣であれば、「五穀豊穣を祈る祭
りだから、社会科で⽶作りを学ぶ５年
⽣なら総合と絡めて１単元にできるか
も…」などと考え、具体的な授業展開
をイメージしました。「地域資源⼀覧」
に地域材の位置づけや扱い⽅を参考に
載せ、⼩・中学校に共有しました。
「地域資源⼀覧」をつくるアイディア
は、野⼝拓郎さんの「達⼈リスト」か
ら着想を得ました。具体的な授業展開
まで考えられたのは、教員としての実
務経験があったからだと思います。

●地域のこどもが地域を知れるように…



●引き継いではみるが継続するのは難しい
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全国地域リーダ養成塾の修了レポート�

「地域おこし協⼒隊の重層的⽀援としての圏域
ネットワークの有⽤性〜弘前圏域を事例に〜」

卒業論文として

「第１回情報交換ミーティング」の実
施を通して前例を作れましたし、開催
までのプロセスを整理できたので、こ
の過程を他⾃治体の隊員に共有しまし
た。⾃分⼀⼈でやっていると属⼈的に
なって継続しないと思いますし、研修
を構想・企画し、運営する経験を他の
⼈に積んでもらいたかったからです。

開催までのプロセス
①企画（研修内容）の構想
②企画書の作成
③所属課（とりまとめ課）の決裁
④周知∕研修の準備 →開催

情報交換ミーティングの開催を通して
ネットワーキングの意義や効果を確信
したことから、県域レベルでも取り組
むことにしました。県内の隊員を対象
とした合宿型研修を、弘前圏域の隊員
を運営メンバーとして実施しました。
開催までには、情報交換ミーティング
と同様のプロセスを踏みました。合宿
型研修の主宰を引き継いでくれる隊員
（新郷村・清⽔さん）がいたので、ノ
ウハウと作成書類をまとめ、託しまし
た。�

ノウハウやプロセスを共有したとして
も、組織化していないので、結局「や
ろう！」と発起する⼈がいないと開催
されない点において、継続は難しいと
感じています。ただ、継続を⽬的とし
ていないので、必要だと思った⼈が⾃
主性を発揮させればいいのだと思って
います。「全国地域リーダー養成塾」
という研修における修了レポートで、
弘前圏域の協⼒隊ネットワークについ
て考察したので、興味のある⽅は読ん
でみてください。�

●誰かと⼀緒に…
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載せ、⼩・中学校に共有しました。
「地域資源⼀覧」をつくるアイディア
は、野⼝拓郎さんの「達⼈リスト」か
ら着想を得ました。具体的な授業展開
まで考えられたのは、教員としての実
務経験があったからだと思います。

●地域のこどもが地域を知れるように…

⼩・中学校の学習を⽀援CASE3

桜井 みずほ

●地域資源を知り、リスト化、教材化

14 13 

地域の伝統⽂化や⾏事を教材化し、
⼩・中学校の探求学習の題材にできる
よう⽀援しました。おためし協⼒隊の
ときに、相⾺中PTA会⻑（当時）の安
⽥さんから「外の⼈に魅⼒を発信する
んじゃなくて、学校と連携して中の⼈
に、特にこどもに魅⼒を伝えてほし
い」と⾔われました。⾃分のやりたい
ことと地域が求めることが⼀致してい
ると確信があった活動でした。�

まずは学校現場が抱える下記３つの課
題を解決することを⽬指しました。�
・�カリキュラム化された社会科や⽣活�
科といった教科学習等においては、学�
習活動・分野が限られているうえ、総�
合的な学習の時間においても、�SDGsや
プログラミングなど、様々な分野から
のオーダーが増加しており、地域の占
める割合が相対的に低下してきてい
る。�
・新規に地域の講師や地域材を発掘・
教材化し、授業実践に結び付けるとい
うのは、多忙な教員にとって敬遠され
る。現実的に難しい。�
・地域の側からみると「学校は敷居が
⾼い」という意識の⾯で関わりづらさ
を感じている住⺠が少なくない。�

地域の伝統⽂化や⾏事にはすべて参加
し、まずは⾃分で体験することを通し
て、魅⼒だと思うもの、教育的に意義
がありそうなものを吟味しました。同
時に、伝統⽂化や⾏事に対して想いを
もち、実際に⾏動している⽅のなか
で、学校に協⼒してくれそうな⼈を探
しました。適任な⼈をみつけたら、男
尊⼥卑的な発⾔やセクハラをしないな
ど、コンプライアンス的に問題がない
かどうかを探りました。学校に変な⼈
を⼊れられませんからね。�

次に、魅⼒的で教育的な価値がありそ
うだと思う伝統⽂化や⾏事を「地域資
源⼀覧」としてリスト化しました。コ
ンテンツやイベントの名称だけでな
く、協⼒者の名前も載せました。そし
て、教材化の作業に⼊ります。どの教
科のなんという単元であれば教材とし�

て活⽤できるかを検討しました。たと
えば、沢⽥ろうそくまつりであれば、
「平家の落ち武者の御霊を弔ったのが
起源だとされているという祭りである
ことから、歴史学習（社会科）が始ま
る⼩学６年⽣がいいだろう」とか、お
⼭参詣であれば、「五穀豊穣を祈る祭
りだから、社会科で⽶作りを学ぶ５年
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取組の工夫例取組プロセス

【全県的な協⼒隊関連業務】�
・第１回合宿交流型ミーティングin弘前（ホスト）�
・⻘森県地域おこし協⼒隊コミュニティ“サイハテ”で「#あおばな」に参加�
【弘前市地域おこし協⼒隊募集業務】�
・第９回地域おこし協⼒隊サミットに出展�

●noteで活動報告

・全国地域リーダー養成塾の修了レポート�
「地域おこし協⼒隊の重層⽀援としての圏域ネットワーク」�

【弘前圏域地域おこし協⼒隊情報交換ミーティング】�
・第１回情報交換ミーティングin弘前・相⾺（ホスト）�
・第２回情報交換ミーティングin藤崎�
・第３回情報交換ミーティングin⻄⽬屋�

【引き継ぎ・バトンタッチ】�
・第２回合宿交流型ミーティングin新郷村（予定）�
 →主催者は新郷村地域おこし協⼒隊の清⽔さん�
 →企画・開催を後⽅⽀援�

・論⽂やコラムを読んで勉強�
→平井太郎「地域おこし協⼒隊のネットワーキングがなぜ必要か」など�

●企画書「情報交換ミーティング」の内容
⽬的：弘前圏域の地域おこし協⼒隊が活動報告や視察をしあったりすることを通し�
て、隊員のヨコのつながりを形成するとともに、隊員としてのスキルアップを図る�
ことができる。�

●企画書「合宿交流型ミーティング」の内容
⽬的：弘前圏域の隊員が、研修を開催するプロセスを�
通して企画⽴案、運営、事務能⼒、ファシリテーショ�
ン能⼒を向上させることができる。また、参加者が、�
県内の実践者から、地域で活動するうえで⼤切なマイ�
ンドやノウハウ、地域資源を⾒つける視点などを学ぶ�
ことができる。�

研修のチラシ� 研修の概要�
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・JOIN移住・交流&地域おこしフェア2024にスタッフ参加�
・第７回地域おこし協⼒隊全国サミットに参加（視察）�

【近隣市町村の隊員で共同活動】�
・（⼤和⽥隊員,伊⾕隊員,⼭形隊員と）弘前りんご花まつりに棒パンを出店�
・FMジャイゴウェーブの番組「わんど地域おこし協⼒隊」を担当�
【勉強・視察】�
・⻘森県⻄北地域のネットワーキング活動を視察∕弘前圏域の勉強会�

●�zoomで引き継ぎ・後⽅⽀援�
何よりも⼤事なのが、考えが似ている⼈、⼈望・能⼒・やる気のある⼈を�
⾒つけ、キープしておくこと。要望があれば、�企画書や式次第、周知メー
ルの本⽂などをシェアしました。必要があればzoomなどで相談にのりま
した。



卒業感謝＆活動報告会CASE12

●報告会を視察＆実施→違和感
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●�報告会を視察�
１〜２年⽬にかけて、活動報告会のや
り⽅を学ぶことを⽬的に、各地の活動�
報告会を視察しました。�

【参加した報告会】�
・⻘森市地域おこし協⼒隊活動報告会�
・⼋⼾圏域地域おこし協⼒隊活動発表会�
・上⼗三・⼗和⽥湖圏域地域おこし協⼒隊活�
動報告会（オンライン）�
・黒⽯市地域おこし協⼒隊活動報告会�

⼋⼾圏域は地域の⽅から⼀⾔コメン
トをもらう時間を設けており、協⼒
隊と地域の関係性が伝わってきまし
た。黒⽯は活動報告と世話にお礼を
伝える場になっており、卒業式のよ
うな雰囲気で良かったです。このよ
うに各地のいい部分を学びました。�

●�報告会を実施�
弘前市地域おこし協⼒隊活動報告会を
実施しましたが、地域の⽅の参加が少
なく、ただの⾃⼰満報告会で意味がな
いと感じました。我々が主催するとき
は、他地域の事例を参考に、下記のよ
うな⼯夫をすることにしました。�

■コンテンツ設計�
・住⺠が主役のパートを⼊れる�
→地域住⺠からの⼀⾔コメント�
・協⼒隊OBOGのパートを⼊れる�
→近況報告�
・展⽰・交流を重視�
→パネル、模造紙を多く掲⽰�
■広報の⼯夫�
・広報媒体を分ける�
→毎⼾配布、広報ひろさき、facebook�
■当⽇の設計�
・⼊⼝の⼼理ハードルを下げる�
→途中参加・退出あり�

●準備は半年前から
相⾺地区の⽅に来てほしかったので、
農閑期に地区内の会場で開催すること
にしました。半年前には、⽇程と会場
を決めていました。協⼒隊OBOGには
出席してもらえるよう、適宜声をかけ
ました。

●地域の⽅に発表したい

【卒業感謝＆報告会】�
⽇時：2026年2⽉15⽇（⽇）13:00~17:00
場所：中央公⺠館相⾺館「⻑慶閣」

第⼀部「報告会」�
13:00~13:10 オープニング�
13:10~13:40 活動報告①穂坂�
13:40~14:10 活動報告②加賀�
14:20~14:40 近況報告：協⼒隊OBOG�
14:40~15:00 地域住⺠からのコメント�
第⼆部「交流会」
15:00~17:00 スイーツの試⾷など

来場者：70⼈
（地区内:34,市内:25,県内:9,県外:2）

●発表だけが活動報告でない
活動報告会に参加しなくても、協⼒隊
の活動を知れるように、活動報告パネ
ルを作成し、相⾺総合⽀所内に常時展
⽰しました。また、「何をやったか」
だけでなく「どうやったか」も地域の
⽅に公表および次期隊員のために記録
しておく必要があるだろうと考え、本
冊⼦を作ることにしました。これも活
動報告の⼀環だと思っています。な
お、パネルと活動プロセス事例集のデ
ータは相⾺地区公式ホームページ上に
公開しています。

●OBにチラシ・ポスター制作を依頼
協⼒隊OB（下⽥さん）とのつながり
を切らさないように、チラシとポスタ
ー制作をお願いしました。費⽤は活動
費から捻出しました。
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源⼀覧」としてリスト化しました。コ
ンテンツやイベントの名称だけでな
く、協⼒者の名前も載せました。そし
て、教材化の作業に⼊ります。どの教
科のなんという単元であれば教材とし�

て活⽤できるかを検討しました。たと
えば、沢⽥ろうそくまつりであれば、
「平家の落ち武者の御霊を弔ったのが
起源だとされているという祭りである
ことから、歴史学習（社会科）が始ま
る⼩学６年⽣がいいだろう」とか、お
⼭参詣であれば、「五穀豊穣を祈る祭
りだから、社会科で⽶作りを学ぶ５年
⽣なら総合と絡めて１単元にできるか
も…」などと考え、具体的な授業展開
をイメージしました。「地域資源⼀覧」
に地域材の位置づけや扱い⽅を参考に
載せ、⼩・中学校に共有しました。
「地域資源⼀覧」をつくるアイディア
は、野⼝拓郎さんの「達⼈リスト」か
ら着想を得ました。具体的な授業展開
まで考えられたのは、教員としての実
務経験があったからだと思います。

●地域のこどもが地域を知れるように…

た。黒石はお世話になった方々にお
礼を伝える場にもなっており、卒業
式のような雰囲気でした。このよう
に各地のいい部分を学びました。
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●展⽰したパネル・ポスター

製 作：オリジナルパネル�
サイズ：A1�
材 質：ハレパネ7mm厚�
備 考：データ⼊稿�
印刷所：（有）スリーエス�
編 集：PowerPoint�



弘前市相⾺地区地域おこし協⼒隊 活動プロセス事例集
2026年3⽉1⽇第1版発⾏

発⾏⼈：相⾺地区地域おこし協⼒隊
    〒036-1592 ⻘森県弘前市⼤字五所字野沢41番地１

編 集：弘前市相⾺地区地域おこし協⼒隊（加賀新⼀郎、穂坂修基）

着 想：⼩⽥切徳美先⽣の「プロセス事例集」を参考にさせてもらいました
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印 刷：表紙・本⽂ともにフルカラーオンデマンド印刷�
⽤ 紙：表紙 ニューVマットA版86.5㌔�
    本⽂ ニューVマットA版57.5㌔�
サイズ：A5�
⾴ 数：84⾴�
製 本：無線綴じ�
備 考：データ⼊稿（要調整）�
印刷所：有限会社�⼩野印刷�
編 集：Canva�

ちなみに！�

あまり過去にこだわらないタイプなので、この３年間の活動について
あまり思い出せず本誌の制作に苦労しました。それでも振り返れば、
多くの⽅々の協⼒をうけてなされたことばかりだったと、改めて実感
しました。協⼒隊に限らず、⼈は助け合わないと⽣きていけないもの
です。卒業後も弘前市内にいる予定ですので、これからも相⾺と弘前
の⼈々と助け合いながら、できれば助けるほうを増やして少しは恩返
しできるよう活動をしていきたいと思っています。

加賀新⼀郎

「卒業感謝&報告会」ではお話しできなかった３年間の活動を本冊⼦
にまとめました。不⼗分かもしれませんが、「何をしたか」だけでは
なく「どうやったか」も記述したつもりです。似たようなことをした
いと思っている⼈の参考になれば幸いです。
３年間あっという間でした。⾃分らしさを出しながら楽しく活動でき
たのは、同期隊員と担当者の温かい⽬とアシストのお陰でした。
加賀さんと裕美さん、本当にありがとうございました。

穂坂修基

最後に


